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まえ が き

農林水産技術会議 は，「農林水産研究基本 目標」 に基づ き，昭和61年 6 月に r林業関係

研究 目標」を決定 した。これに先だち，林業試験場では研究推進 目標 を策定 し，昭和60年

度から試行している。当支場は，「豪雨急傾斜地における施業技術の体系化」と「高生産

力地域における林業経営技術の高度化」 という四国地域の森林・林業の置かれている自然

的・社会的条件等 を踏まえた重要かつ緊急な研究問題について， 3大課題， 6 中課題，24

小課題 を設け，研究を進めているところである。

この「林業試験場研究推進 目標」は，上述の「林業関係研究 目標」 との整合性等 につい

て若干の手直 しを行い，「林業試験場研究基本計画」として新たにスター トす ることになっ

ている。当支場においては，これまでにも増して地域に即 した林業技術の総合化・体系化

に向けて，これに必要な基礎的・基盤的研究を含め，積極的に研究開発の推進を図ってい

くこ とと して い る。

この年報は，当支場が昭和61年度に実施した研究の塀要と成果の一部を取 り．まとめたも

のであり，研究の方向や内容等 についてご批判，ご指導をいただければ幸いである○

研究業務の実施に当た りご協力をいただいた営林局署，林木育種場，県，大学，その他

関係機関の方々ならびに山林所有者各位 に厚 くお礼を申し上げる。

昭和62年10月

支場長 久 保 哲 茂
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四国地域部門における研究課題

1 ．豪雨急傾斜地域における施業技術の体系化

大課 題

1 ）環境保全的森林施
業技術の確立

中課 題

（ 1）森林施業と地力維持
技術の向上

（ 2）スギ，ヒノキ等複層
林施業技術の確立

四国 支 場 の 研

2 ．高生産力地域における林業経営技術の高度化

大 諒二幸‾コ
1 ）高生産力地域にお

ける人コニ林の経営
技術 の確立

中課 吏エコ

（ 1）スギ，ヒノキ，ケヤ
キ等人工林施業技術
の改善

（ 2）病虫害防除技術 の確
立

（ 3）林業経営の改善

小課 題

①上層間伐と質的・量
的生長

②上層間伐林分の生長
予測

（ 参枝打ち繰 り返 し林分
の生長

④無節材生産技術の体
系化

（ 9 人工林の構造解析

⑥人工林の収穫表の改
善

⑦書架芸濃毒筆東軍窪
の開発

⑧シイタケ原木林の構
造解析

⑨シイタケ原木林の収
穫予想表の作成

⑳ケヤキ等広葉樹林の
生長特性

（ 》キバチ類の生態 と防
除

②マツカレハ等の食菓
性害虫の生態 と防除

①木頭林業の振興と経
営の改善

課蔑責任者竺＿1
久保 哲 茂

安藤 貴

安藤 貴

安藤 貴

竹内 郁 雄

竹内 郁 雄

佐竹 和 夫

佐竹 和 夫

佐竹 和 夫

高橋 文 敏

高橋 文 敏

安藤 貴

奥田 素 男

奥田 素 男

五十 嵐 豊

高梼 文 敏

高橋 文 敏

備考

昭和67年度より実
施予定

昭和67年度よ り実
施予定

昭和65年度 より実
施予定

受託 （林野庁）

昭和65年度 より実
施予定

昭和65年度 より実
施予定

小 課 電

①同齢単純林の地表侵
食

（む同齢単純林の地力変
動

③譜 箕郷 の地力錐

課題責任者 備　　 考

久 保 菅 茂

井 上輝 一郎

岩 川 雄 幸

酒 井 正 治

井 上輝 一郎

井 上輝 一郎

井 上輝 一郎

安 藤 貴

安 藤 貴

安 藤 貴

昭和63年度より実
施予定

④複層林化施業による
土壌変化

昭和62年度まで
「国土資源」で対応

⑤複層林の林分構成と 昭和65年度より実
土壌国子の特性 施予定

①スギ，ヒノキニ段林
の維持技術

昭和62年度まで
「指定研究」で対応

②喜丁きヲ空曹翳壷屋 昭和65年度より実
施予定林の実態解析
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究課 題 一 覧 表

大課 魁

2 ）高生産力地域にお
ける天然林の施業
技術の確立

広領域間轟

研究 課 題

スギ・ ヒノキ穿孔性害 虫に よる加
害・材質劣化機構の解明

低位生産地帯のマツ枯損跡地におけ
るヒノキ人工林育成技術の確立

生物資源の効率的利用技術の開発に
関する絵合研究

農林水産業のもつ国土資源 と環境の
保全機能及びその維持増進に関する
給合研究

マツ枯損防止新技術適用化促進調査

分担 課 題

専門 部

保護 1 －

浣

担当 課 題

Ⅰ一（1）－⑦ スギカミキリの樹体内個
体群の変動

Ⅰ－（2ト④ 造林適地区分法の作成
（ 四国和泉砂岩山地）

Ⅱ－（1）－③ 立地条件別育成技術の開
発（四国和泉砂岩山地）

Ⅰ－2 －（1） 常緑広葉樹林地帯におけ
t ②一b る利用可能量の評価と分

布図作成

Ⅳ二釘1）

（ 1ト①

四国ヒノキ人工一斉林の
複層林化施業による土壌
変化

カミキリの天敵微生物の
野外適用条件

課魅 名 （ 小 課 題 ）

ー（1）－（参
書発生情報の収集 と解析

2 －1ト（1ト①
突発害虫の同定 と生活史

2 －1）－（1ト②
害虫の発生情報の収集 と解析

2 －3）－（1）－②
松くい虫被害の発生予察

課題責任者

久保 菅 茂

高橋 文 敏

青田 美

音田 実

落合 幸 仁

安藤 貴

課題責任者

奥田 素 男

井上 輝 一 郎

安藤 貴

高橋 文 敏

井上 輝 一 郎

奥田 素 男

備考

昭和65年度より実
施予定

昭和63年度より実
施予定

備考

中　　 課　　 題 小　　 課　　 題

（1）天然林の施業技術の

①謹言誇讐事変蓑空室

のI搾析
②謹書胃管歪芋蔓翳辞

価
（卦ヒノキ天然林の種子

生産量と稚樹の動態
④妄言毒筆重宝室菅笠
柵の1払態

改善

備　　 考課 邁 担 当 者

奥 田 素 男 ，五 十 嵐 豊

五 十嵐　 豊 ，奥 田 素 男

奥 田 素 男 ，五 十嵐　 豊

奥 田 素 男 ，五 十嵐　 豊



誠 験 研 究 の 概 要

l
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州四国地域部門における研究課題巾

1 － 1 ）－（1） 森林施業 と地力雑特技術の向上

この課題は，スギ，ヒノキの皆伐人工更新による同齢単純林，同齢混交林および非皆伐更新による異齢複

層林について，林分構成，立地条件別に地力を指標すると考えられる諸因子の特性ならびに変動を育成段階

ごと一に明らかにし，地力維持の面からみた最 も望ましい森林施業を策定するための指針をうる目的で設定さ

れている。この課題を解明するために，現在，①「同齢単純林の地表侵食」，②「同齢単純林の地力変動」，④

「 複層林化施業による土壌変化」の 3 つの小課題を設定 して研究を進めているが，これらの研究の進展をみ

ながら，③「同齢混交林の地力維持効果」，⑤「複層林の林分構成と土壌因子の特性」の2 つの小課題につい

ては中，後期より取り組んでいく予定である。以下に61年度に実施した研究概要について述べる。

「 同齢単純林の地表侵食」の課題では，ヒノキ単純林において枝下高の違いが雨滴侵食に与える影響を知

る目的で，枝下高 5 m ，枝下高 2 m の処理区を備えた試験地を設定し，リターおよび土砂の移動量を59年度

より継続 して測定している。 3年 目（61年度）年間移動量は枝下高 2 m 区にくらべて枝下高 5 m 区では約 8

倍であった。この傾向は 1年目， 2 年日の結果と同様であった。また，スギ単純林について，リクーおよび

土砂の移動量を測定した結果，ヒノキ林に比べて極めて少なかった。

「 同齢単純林の地力変動」の課題では，ヒノキ単純林におけるヒノキ落葉の堆積分解，移動消失の過程を

明らかにする目的で，研究を進めている。61年度は，同一斜面の上部から下部までの間で微地形の異なった

9 プロットを選び，粗大有機物の土壌層への混入状態を調べた。土層へのヒノキ菓の混入はほとんどのプロ

ットで表層 5。mまでに集中分布 していた。斜面位置による違いは斜面上部では少なかったが，山脚堆積面の

プロット9、を除き斜面中，下部では多く，そのほとんどは 2 t／ha 以上であった。土壌層へのヒノキ葉の混

入量は，リターや土砂礫の移動量の多いところで多 く，また，A 。層の少ないところで多いという傾向があり，

これらの間に因果関係のあることがうかがわれた。なお，ヒノキ菓以外の粗大有機物の混入量については後

掲の短報を参照されたい。

「 複層林化施業による土壌変化」の課患では，篠山の固定試験地の継続調査を行った。枝粂棚積区（下）

や枝粂散乱区では，一斉単層林の対照区にくらべて表層物質の移動量は極めて少なく，地表面の枝粂処理に

ょる表層侵食の防止効果は依然として継続 している。複層林化施業後 3年目の林床植生の発生量は，1・4－

1 ．8 t／ba （乾物重） となり，植生被度の高いところでは移動量が減少 し始めた。以上の固定試験地の調査の

ほかに，既成の複層林について多点調査を行った。八幡山国有林，石神越山国有林，篠山国有林で複層林と

それに隣接する単層林を対比 して調査 した結果，複層林では単層林に比べていずれも林床植生量，A o層量

が多く，表層土の理学性にも相違が認められた。（62年度までは広領域間題の「国土資源」で対応）
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1 － 1 ）一（2） スギ，ヒノキ等複層林施美技術の確立

この課題は複層林施業技術の確立を目的とするもので，小課題として①「スギ，ヒノキニ段林の維持技術」

と②「ケヤキ等広葉樹とスギ，ヒノキとの複層林の実態解析」がある。このうち①については60年度より研

究を進めており，61年度と62年度は指定研究「スギ，ヒノキ等複層林の維持管理技術」で対応 している。②

については60年代中期より研究に着手する予定である。以下61年度の研究の概要について述べる。

林内更新を行ってから上木の収穫による林内の光環境の調節や下木の除間伐または枝打ち等の保育をほと

んど実施 しないで約30年 を経過 したスギー ヒノキニ段林 と約40年経過 したヒノキー ヒノキニ投林で林床 の

光環境調査，林床植生主調査と生長調査を行った。これらの林分の林床の相対照度は 1 －1・5％と著しく低 く，

林床植生量 は0．7－22 g ／㌦ と少 なく，被産 も 1 － 9 ％と低 く，部分的に林床が裸地化 していた。同じ林分内

でも下木の香度の低い ところは，密度の高い所 と比べ ると林床の光環境 は良 く，植生量，被度 ともに高い値

を示 した。 これらのことか ら，複層林においては適度 に上木 と下木の保育 を実施 しない場合 には，地力維持

上好 ましくない状態 となることが明らかになった。

愛媛県上浮穴郡久万町の複層林の一部が62年 1 月13 日の降雪で冠雪書をうけたので，被害調査を行った。

冠雪書は下木のみにみられ，本数被害率は 0 ～70 ％でスギに多 く，ヒノキでは少なかった。被害は地形によ

って異なり，谷捌 こ多く，山腹斜面や尾根状のところでは少なかった。また，スギでは品種系統により被害

形態に遠いが認 められた。

関西林木育種場四国支場と共同で育種場構内のスギの在来品種見本林内に四国産スギ精英樹50クローンと

ヒズモスギを耐陰性の検討のため1975年 4 月に植栽してあったが，見本林を用途変更のため伐採することに

なり，1986年 4 月に調査 を行った。各クローンとも林縁から林内方向に50cm 間隔で50本ずつ植栽され，林縁

から離れるに従い光環境に対応 して生長傾斜が認められ，光環境の悪いところでは枯損や生存 していても幹

曲がりの著しい個体が認められた。幹曲がりについて，次代検定林の調査結果と対比すると，次代検定林で

幹が直の比率の低いクローンはいずれ も林内に植栽 されると幹曲が りが大 きく，幹が直の比率の高いクロー

ンには林内で幹曲がりの大 きくなるものと林内でも幹曲がりの小さいものが認められた。

久万地方 のスギー スギニ段林 K O 一 Ⅰと上層木スギーー中層 木スギ・ ヒノキー 下層木 スギの複層林 K O

－Ⅰの 2 林分について1946年か ら1984年 まで20年間 （19生長期間）の施業 と生長の経過 について取 りまとめ

た。雨林分とも下木植栽後これまでに2 回上層木または上中層木の収穫が行われ，これらの伐採・搬出にと

もなう下層木の被害はいずれの場合も本数率で10 ％以下であった。伐出と冠雪書被害木の整理 も含め，下木

は3 匝順澗 伐が行われている。K O －Ⅰの現在までの下木の除伐本数率は冠雪害被害木3・1％，作業路支障

木4．7％，形質不良除伐木34．1％，伐出被害木17 ．19‘，合計59 ％で，植栽本数の41％が現在残存しているo

K O －：の除間伐本数率は形質不良除伐木17 ．0％，伐 出被害木8 ．1％，タルキとして利用 された間伐木14・7％，

合計39．8 ％で，植栽本数の60．2％が残存 している。 K O － Ⅰの上層木の幹材積は・ 1964年は568㌦／ha・

1 984年 は393。f／ha， この間の間伐量 は364rげ／ha，生 長量は189r〟／ha で，下層 木の幹材積 は1964年 は 0 ，

1 984年 は104汀〃ha，この間の除伐量は61n〃ha，生長量 は165汀〃ha となったo KO－Ⅱの上中層木の幹材積

は，1964年 は236nf／ha，1984年 は226㌦／ha， この間の間伐量は210 rげ／ha，生長量 は200 ㌦／ha で，下層木の

幹材積は1964年は0 ，1984年は34rげ／ha，この間の除伐量13㌦／ha，間伐量9 n〃ha，生長量は4柑 ／ha となっ

た。
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2 － 1 ）－（1） スギ，ヒノキ，ケヤキ等人工林施業技術の改善

この課題は生産力の高い四国地域におけるスギ，ヒノキ，ケヤキ等の人工林の施業技術をより良いものに

改善することを目的として実施 している。′ト課起として，①「上層間伐と質的・量的生長」②「上層間伐林

分の生長予測」③「枝打ち繰り返し林分の生長」④「無節材生産技術の体系化」⑤「人工林の構造解析」⑥

「 人工林の収穫表の改善」⑦「高知営林局管内の複層林の収穫予測手法の開発」⑧「シイタケ原木林の構造

解析」⑨「シイタケ原木林の収種予想表の作成」⑲「ケヤキ等広葉樹林の生長特性」がある。このうち①，

③，⑤，⑧については60年度，⑦については61年度より研究を進めているが，②，④，⑥，⑨，⑳について

は60年代中後期に研究を開始する予定である。以下61年度の研究概要について述べる。

「 上層間伐と質的・量的生長」の課題は上層間伐が質的・量的生長に及ぼす影響を下層間伐との対比にお

いて明らかにすることを目的 としている。窪川営林署管内の上層間伐 と下層間伐の 2 処理の試験地で間伐 3

生長期後の生長 を調査 した。菓量 は上層 間伐区18 ．6 t／ha，下層間伐区20 ．5 t／ha と下層間伐 区が多いが， 3

年間の葉の増加量 はそれぞれ3 ．7，1 ．8 t／ha で上層間伐 区は下層間伐 区の 2 倍以上あった。苗畑で実施 して

いる植栽密度を異にするスギの間伐モデル試験の結果は後掲の短報を参照されたい。

「 枝打ち繰 り返 し林分の生長」の課題は枝打ちを繰 り返した林分の生産構造や生長の解明とあわせて枝打

ち林分から生産された製品の品質を明らかにし，枝打ち基準の確立を図ることを目的としている。枝打ちを

4 回線 り返 したスギ16年生林分の生長を枝打ちを実施 していない対照区と比較すると平均胸高直径は2．1cm ，

平均樹高は1．6m ／トさかった。枝打ち区の直径生長の低下は枝打ち直後の年に著しく，次年度には幾分回復

する傾向がみ られた。枝打 ちを5 回実施 したヒノキ林分の生長 については後掲の短報 を参照 されたい。

「 人工林の構造解析」の課題はスギ，ヒノキの収穫試験地および施業標準地の定期的な林分調査を行い，

その林分構成要素値を用いて林分構造を解析することを目的としている。高松営林署管内浅木原スギ収穫試

験地と同ヒノキ収穫試験地を調査し，これまでに得られた時系列資料を分析 し，林分構成要素値の違いや経

年変化について検討を行うとともに，ヒノキの施業標準地について瀬戸内側32箇所 と太平洋側72箇所の資料

を用い，両者の生長比較を行った。結果は後掲の資料ならびに短報を参照されたい。

「 シイタケ原木林の構造解析」の課題はクヌギ，コナラの材積表，収穫予想表の調整を行 うとともに，タ

イワンフウの生長特性の把握 ならびにシイタケ原木の流通 を明 らかにすることを目的 としている。高知県の

クヌギとコナラの資料を用い材積表の作成について検討した結果，クヌギは既に調製済みの徳島県池田地方

クヌギ材積表の適用が可能と判断されたが，コナラは別途調製の必要が認められたのでコナラ材積表を調製

した。また， タイワンフウをシイタケ原木 とした場合の生長傾向をクヌギ，コナ ラと対比 した結果，10年前

後で各林分構成値 ともタイワンフウが大きな値を示すものと判断された。シイタケ原木を地域内でまかなえ

るところはわずかで，生産が大規模になると他県からの移入が多 くなっている。

「 高知営林局管内の複層林 の収穫予測手法 の開発」の課題は高知営林局で実施 されている複層林施業につ

いて実態調査を行い，複層林の暫定収穫表のマニュアルを作成検討し，暫定収穫予想表を作成することを目

的としている。高知営林局管内にはスギ，ヒノキの施業試験的な性格をもつ複層林（二投林）10箇所，事業

として実施されているもの 7 箇所，旧藩時代の造林地で複層林化 しているもの 2 箇所のほか，ケヤキ等広葉

樹とスギ，ヒノキの複層林もあることが明らかになった。
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2 － 1 ）－（2）病虫害防除技術の確立

この課掛 ま，森林に発生する病虫害について被害解析を行うとともに発生機構を解明し，防除技術を確立

することを目的としている。現在，わが国のスギ，ヒノキを主体とする人工林面積は1，000万 ha を超えて

いる。これら人ユニ林の造成過程において発生するスギの枝枯性病害，ヒノキの漏脂性病害，スギ・ヒノキ穿

孔虫による材質劣化 また，幼齢林で突発的に発生する食葉性害虫による被害等々は徐々に顕在化してきて

いる。しかし，これら病虫害に関する発生機構等の解明がほとんど行われていない現状にある。このため，

当面次の 2項の小課患を挙げ，研究を進めている。

①キパチ類の生態と防除

キバチ類によるスギ・ ヒノキの材質劣化に関連する被害は，最近顕在化の傾向にあるが，その加害種，生

態，被害実態および発生機構についてほとんど明らかでない。キバチ（特にニホンキバチ）の加害が間道に

なるのは，成虫が産卵管を差 し込んだ箇所から材内に広がる黒い変色被害である。このため本年度は，ニホ

ンキバチの生活史の究明を軸に，成虫の脱出時期，割材による被害の経緯および産卵と食害の状態などの調

査，また，林内において成虫の強制産卵による被害発生機構の調査などを行った。

ニホ ンキバチ成虫の脱出は 6 月上旬か ら9 月下旬 の長期 にわたり， ピークは 6 月下旬 であ った。被害木 を

割材 し産卵孔などについて調査 した結果，産卵は樹幹表面からほぼ直角に，あるいは上方ないし下方に300

内外の角度で産卵管を刺 し込んで産付する。産卵孔の長さは平均してスギは9 mm，ヒノキは6 mmであり，ヒ

ノキはスギに比べて角度が大 きく，長さはやや短かい傾向にあった。 1 つの産卵孔に 1 － 5箇産付 し，平均

2 節強であった。（後掲の短報参照）。

ニホンキバチは今まで健全木には産卵 しないとされ，また，生立木では生育できないといわれていたが，

支場構内の調査では健全木にも産卵 し，生立木での生育も可能であった。

②マツカレハ寄食菓性害虫の生態と防除

マツカレハ，マイマイガ， ドクガ類，ハマキガ類などの食葉性害虫は，時として異状発生 し林木に大きな

被害を及ぼす。これらの害虫については従来から調査を進めているが，まだ明らかにされていない個体群の

変動とそれに関与する要因を調査解析し，総合防除技術の検討に資することを目的としている。本年度はマ

ツカレハ成虫の発生消長調査 と，マイマイガについて，発育経過と野外放飼した幼虫に対する天敵寄生率の

調査 を行 った。

マツカレハ発生消長調査は，構内実験林に青色誘蛾灯を設置して行っている。本年度の総飛来数は151頭

で昨年 よりやや増加 した。初飛来 日は 5 月21日，最終飛来は10月16 日でいずれ も昨年 よ りやや遅れた。

マイマイガ亜種間雑種（P郎ね伽 ×ノ中洲血α）の発育経過は，昨年 とほぼ同様で南都種間の中間であった。

これらの雑種 を用いて，雑種問および，雑種 と亜種間で交配を実施するとともに産卵，ふ化などの特性を調

査した。その結果については後掲の短報を参照されたい。

天敵調査は，マイマイガ幼虫を構内実験林で放飼 し，約 1週間後に回収して室内で飼育 した結果，ブラン

コヤ ドリバエ38．7 ％，ブランコサ ムライコマエバチ1．2 ヲ‘，キアシブ トコバチ1 ．2％の寄生があった0
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2 － 1 ）－（3）林業経営の改善

この中課題の目標は，地域を単位 として個別経営の特性や地域における施業体系を吟味 し，生産目標に応

じた技術の体系化を図るとともに個別林家の経営技術の改善法を明らかにし，また，林業生産，林業労働，

林産物販売等の各組織の改善とその総合化の可能性を検討して，主産地化の方途を解明することである。現

在，この中課題 についての唯一の小課題「木頭林業の振興 と経営の改善」 においては，木頭地域 をモデル と

してとりあげ，その生産目標を設定 し技術の体系化を図 り，個別林家の経営の改善法を明らかにする。また，

生産販売等の地域的組織化の可能性を検討 し，組織化方式を確立することを目標としている。

この小課題については，自然科学系と社会科学系 との両面からアプローチを行い，総合的な考察をするこ

とが必要である。木頭地域には， これ までスギ林分の生長予測や収穫予測のための地域 固有の地位指数曲線

や収穫予想表がなかったので，昨年度，収穫予想表を作製したが，四国全体スギ地位指数曲線の林齢40年時

の樹高17．6 m に比べ約 2 m 高く，木頭地域の林地生産力はかなり高い値を示した。また，木頭地域林業の特

異的な性格として，不在村の森林所有者のウエイトが高 く，その意識のありようが地域へ大きな影響を及ぼ

すと考えられる。その検討結果については後掲の短報を参照されたい。

ここでは，今後，この中課題のなかで検討すべき事項について触れておく。

①木頸地域で生産される木材は，1割弱が大径良質のスギ材で，主として地元の割柱専門工場で製材 し，

北陸・ 山陰方面へ出荷 されている。木頭材の 8 割弱 を占める並材 は，那賀川下流域の製材業者が扱 った もの

は主 として関西方面の問屋へ，上・中流域の製材業の扱ったものは徳島市の製品市売市場や丹生谷製品協同

組合の協同販売所へ出荷されている。さらに，木頭材の 1割強を占める小径木は，森林組合などの小径木処

理施設で加工販売 されている。 このような市場や他の生産地の情報・ 動向について もきめ細 か く把握 してい

く必要がある。

②地域林業の中核的な担い手 として森林組合への期待は大きく，今後ますますその重要性は増大するも

のと考えられるが，木頭地域における森林組合の事業のシェアーは造林，素材生産・販売共に20％台にとど

まっている。近い将来に到来すると予想されている国産材時代に備えて，安定的な供給体制の整備が必要で

あり，森林組合の組織 を核として，生産・流通・加工部門の連携を図り，地域 ぐるみの安定供給体制の確立

をめざした地域林業の組織化の研究が必要である。

③こうした生産・流通・加工部門の連携を図る具体的な例として，地域の営林集団の行動について短報

で触れているが，地域林業の組織化に当たっては，各種の分野で進行している情報化 データベースの構築

とそのネットワーク化は重要な課題であり，現在，林業情報システム化についての調査・研究が進められて

いる。近い将来に， コンピュータ利用が，地域の森林管理，生産・流通・加工部門の連携体制の動脈 となる

ことが予想され，それに備えて，地域の林業に関連する森林情報，社会・経済的情報を整備 しておく必要に

せまられる投階に来ている。森林組合は，ここでもその中核的な役割を担い，地域林業の組織化を，さらに

は広域のネッ トワーク化 を図る一翼 を担 ってい く立場 にあ り，その重要性はますます大 きくなることが考え

られ，森林組合が地域林業で果たすべき役割についての研究が必要であると考えられる。
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2 －2 ）－（1） 天然林の施業技術の改善

国有林を中心 とする奥地天然林から供給されているスギ，ヒノキ，ケヤキ等の良質大径材の資源が量的 ・

質的に低下しているため，その資源の再生を図ることが求められている0 このため・ 後継樹の確実な更新育

成技術の開発が必要であり，天然林の置かれている環境条件別に天然更新の可能性を解明 し・ 施業技術の確

立を図ることがこの中課題の目標である。

スギについては，これまで択伐試験地で天然更新による椎樹の発生消長を環境条件別に明らかにしてきた

が，天然更新だけでは確実な更新が期待できない場合もあるので，人工補正を含めて更新法を改善すること

を狙いとして，「スギ択伐天然更新地における事業投入量の解析」，「スギ択伐天然更新地における更新法の

評価」の 2 ／ト課題を設定している。

ヒノキについては，天然更新の実態を把握し，天然更新の可能な条件を解明するため・ スズタケを林床植

生とする天然林での種子落下量と林床植生ごとの稚樹の発生消長を解析 し，天然更新法に資することを狙い

とした小課農「ヒノキ天然林の種子生産量と椎樹の動態」を実施している0

ヶヤキ等については，天然更新の実態を把握し，種子生産量，発芽特性，椎樹の生態的特性の解明を狙い

とした小課老「ケヤキ専有用広葉樹林の種子生産量と推樹の動態」の実施を予定している0

「 スギ択伐天然更新地における事業投入量の解析」では，魚梁瀬営林署管内千本山および小屋敷山のスギ

択伐試験地において，天然下種区，苗木植栽区のそれぞれの更新実態について継続調査を実施している。千

利戯験地では，天然下種区とスギ苗木植栽区とについて，林内相対照度・ 地位を考慮し・ 9箇所ずつ設け

た更新試験標準地において椎樹の発生消長と苗木の生長などを調査している0 小屋敷山試験地ではスギ苗木

植栽のみであるが，照度，地位を考慮した22箇所の標準地で苗木の生長などを調査している0 詳細について

は後掲の短報を参照されたい。

「 ヒノキ天然林の種子生産量と椎樹の動態」では，本山営林署管内白髪山国有林のヒノキを主体とする天

然生林のうち，スズタケが密生 している林床での天然更新技術を検討する目的で・ ヒノキの落下種子数調査・

椎樹の発生消長調査を1982年 9月より継続して実施している。これまでに，①スズタケが密生しているとこ

ろでは，ヒノキの椎樹発生はほとんどみられない，②落下種子数の多い年の翌年は椎樹の発生も多い・ ③発

生椎樹本数と残存する椎樹の本数は地表処理によって異なり，刈 り払ったスズタケを除去 し，地かきを行っ

た区が多い。これは，地か きを行い A o層 を除去することが ヒノキの椎樹発生 に効果があるもの と推測される・

⑥刈 り払ったスズタケを除去 し地かきを行った効果は，少なくとも2 －3年持続すると思われる・ などの知

見が得 られている。

昭和61年度の調査 において，刈 り払 ったスズ タケの再生量は，刈 り払い前 のスズタケの現存量 との関係 よ

りも，光環境の影響を大きく受けることを示唆するデータが得られている0

なお，昭和62年度より，四国地域の用材生産を目的とする広葉樹のなかで最も重要とみられるケヤキ，ミ

ズメについて，これらの樹種が混生している広葉樹林の群落構造や動態・ さらにはその立地環境の特性につ

いて実態を明らかにするため，新規課題「ケヤキ，ミズメ等混生広葉樹林の群落構造と環境」を開始する予

定である。
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叫叫広 領 域 間 題

スギ・ ヒノキ穿孔性害虫による加害，材質劣化機構の解明

Ⅰ－（1ト⑦ スギカミキリの樹体内個体群の変動

小課邁「害虫の行動習性ならびに個体群消長とその要田」の細部課題である本課題は，樹体内のスギカミ

キリの卵から成虫脱出までの個体群変動を究明しようとするものである。61年度は割材調査に重点をおいて

進めた。

徳島県阿波町の林分（34年生）の材では，林齢10年生頃から加害が始まり，一時終息 したあと再び加害さ

れていたが，24年生以降の加害 はみ られなか った。生長 は22年生頃から極端に低下 していた。これまでに調

査した被害林分の材 に比べ，この林分の材 は，㌦当たりの加害数 は少 ないが，食害後の死亡率 は低か ったb

この課蔑 は61年度で終了するため，今 までの研究成果の－一部 を概述する。

（ 1） 産卵以降の変動 は，被害木の調査だけでは明 らかにす ることができないため，支場構内での強制産卵に

よる供試木で調査 した。その結果では，内樹皮中でヤニに起因する死亡率が85％と最も高 く，ふ化直後の

外樹皮での死亡（おもに病気）率12％がこれに次ぎ，材入孔内の死亡率は極めて低かった。

（ 2）被害木の割材調査では，材人以前の死亡が40－60 ％と高率で，材人後の孔内死亡は 5 － 6 ％と低かった。

しかし，材内の㌦当たり加害数の多い材部では，孔内死亡が11％で，やや高率となる傾向があった。

（ 3）概括的にみて，加害は林齢10年生前後に始 まり，4 ～ 6年継続し，その後加害密度の低下がみられた。

（ 4）加害が材内に達した被害木は，樹幹の外観的形状に顕著な異常がみられた。

低位生産地帯のマツ枯損跡地におけるヒノキ人工林育成技術の確立

Ⅰ－（2）－④ 造林適地区分法の作成（四国和泉砂岩山地）

四国地方の和泉砂岩地帯のマツ枯損跡地には，主としてヒノキ造林が行われているが，既往の造林地の中

には不成簾林分がかなり見受けられる。本研究では，この地帯のヒノキ生長状態と立地条件を把握 し，両者

の関係の解析 によって樹高生長推定基準，成林可能限界判定基準，形質不良木発生環境判定基準等 を作成 し，

ヒノキ造林適地区分法を作成することを目的としている。

6 1年度は，高松宮林署管内の大相山国有林31林班，杵多尾山国有林62林班で10林分を選び，林分詞査ならび

に立地条件の調査を行った。各調査林分の海抜高は565m －750m で，傾斜は250－450，林齢50－74年である。

地位指数 は11～18の範囲で，B 。～B 。（。）歩行土で低 く，B 。－B E 崩積土で高い地位指数 を示 した0 また，B E

崩積土では幹脚肥大木の発生がみられた。60，61年度の資料を用いてヒノキ地位指数曲線を試作 し，既往の内

海地方の地位指数曲線と比較検討した結果，地位指数12以下では両曲線の間に相似性が認められたが，地位

指数の高いところではかなり異なってくる傾向があり，さらに，資料数を多くしてこの地帯の地位指数曲線を

作成する必要がある。ヒノキの生長 と立地因子の関係 を明 らかにするため，立地因子11項 目を用い，多変量解

析を行 った碍果，重相関係数0．8851となり，偏相関係数は土壌型，局所地形，降水量等が高かったが・堆積様

式は最 も低かった。各調査林分の土壌は，表層の一部を除けぼ全般に堅密な土層を呈し，固体部分の占める

割合が大きく，孔隙量は小さく，透水性も悪 く，昨年度報告した低海抜地域の土壌の理学性と類似していた0
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低位生産地帯のマツ枯損跡地におけるヒノキ人工林育成技術の確立

Ⅱ－（1ト③ 立地条件別育成技術の開発（四国和泉砂岩山地）

四国地方和泉砂岩山地のマツ枯損跡地にヒノキの造林が広 く行われているが，低位生産林地が多いため地

力維持を十分に考慮 してその育成を匪Iらなければならない古本研究は，この地域のヒノキの枝打ち後の生長

に検討を加えるとともに，間伐，枝打ちと林床植生圭との関係を解析することにより，間伐，枝打ちの基準

を明らかにし，立地条件別に生産目標に応 じた適正な育成技術を開発することを目的としている。

7 0年生前後の過去 に間伐が実施 されたヒノキ単純林 3 箇所，同 じく無間伐のヒノキ単純林 4 箇所，ヒノキ

とアカマツの混交林 1箇所で林内の光環境と林床植生量を調査した。相対照度は 5年前に間伐が行われた林

分とヒノキ・アカマツ混交林は 5 ％強の値を示 したが，無間伐林や間伐が実施されていても20年以上経過 し

た林分では1．6～ 3 ％と低かった。林床植生についてみると無間伐林ではウラジロ，コシダがわずかにみら

れた 1林分以外は全て草本が認められず木本のみで，特に立地条件の悪い高密度の林分の林床植生の地上部

現存量は50 9 ／㌦以下と著 しく少なかった。混交林の林床植生はウラジロ・ コシダと木本であった○間伐さ

れた林分の林床植生はウラジロ・コシダと木本が 1林分，草本と木本が 2林分で，草本の量は間伐後の経過

年数の短い林分で多か った。

枝打ち後 1年間の胸高直径生長は，立地条件の良い林分では菓量除去率が高 くなるに従い，直線的に低下

したが，立地条件の悪い林分では除去率が40 ％程度まではあまり低下せず，それより高い除去率で低下する

傾向がみられた。これとほぼ同様な傾向が樹高生長と菓量除去率との間にもみられた。

生物資源の効率的利用技術の開発に関する総合研究

Ⅰ－2 －（1）－②－b 常緑広葉樹林地における利用可能t の評価と分布図作成

昭和56年良か ら開始 された「生物資源 の効率的利用技術 の開発に関する総合研究」（略称 ：バ イオマス変

換計画）のなかで，森林系バイオマスの変換利用技術として，木材の蒸煮・爆砕による粗飼料化や蒸煮・爆

砕による木材成分の分別処理技術，セルロース・ヘミセルロースの新用途開発，リグニン炭素繊維の開発等

の成果があり，昭和61年度から，とくに後 3者の成果の実用化を図るため，木材成分総合利用技術研究組合

が設立され，木材の新用途開発の研究が進められている。

本課題は，地域に既存する生物資源量の把握についての研究のあとに続く課題として設定されており，森

林系バイオマスの利用に当たり，林地保全・環境保全・経済性等に配慮しつつその保続的利月ほ 図るため，

地域に既存するバイオマス資源の既存量と利用可能量を評価する手法を開発することが目的である0

評価のための基本データとして，森林調査簿をとりあげた。森林調査簿では，広葉樹は「ザツ」として－一

括表示されていること，旧薪炭林の収穫表がベースになっているため，高齢級では材積が頭打ちとなってい

ることなど，補助情報を加えて修正を要する点もあるが，磁気テープにデ｝夕が集録されてあり，地域森林

計卸区など広域に拡張する場合にも扱いが容易と考えられる。

6 1年度は，高知県佐川町のシイを主体とする常緑広葉樹林を対象として，森林調査簿の利用を前提とした

方式について，林道からの距離を制限因子とした分布図の作成のための基本的な検討 を行った0 詳細は後掲

の短報を参照されたい。
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マツ枯損防止新技術適用化促進調査

（ 1ト① カミキリの天敵微生物の野外適用条件

小課邁「天敵の検索と利用」の中の細部課逝である「天敵微生物によるマツノマダラカミキリの防除（野

外適用条件）」は，天敵微生物の水浮遊液を用いて，野外で枯損木を処理する場合の適用条件を明らかにす

ることを目的としている。本年度も前年度に引き続き，支場構内の実験林で枯損したアカマツ・ クロマツを

供試木とし，5gm 血 仇α作gざC糾ざ（菌体数1．5×109／此の100倍液） とβgα伽γg加 わαざ血伽 （胞子数1．0×107／加）

および5gm 山 肌αⅣgβC糾5（同上）と肋 ねγ九i血桝α山ぷ砂山g（胞子数1．0×107／加）の等量混合液を4 月下旬

散布した。供試材は林内の日当りの多いところと日陰の多いところに，地上に並列したものと立て掛けたも

のとに分けて設置 した。また，無処理材 は同時に網室 に入れた。

成虫の脱出消長調査を行ったあと割材調査をした結果，散布した材はすべて材内死亡率が高く60～90％で

あり，無処理材は約22％であった。地上に並列したものと立て掛けたものの比は，日当りのところのぶgγ和・

血＋βgα伽γg如 の区では立て掛けたものの死亡率が高 く，その他では並列の、ものが高かった。日当りと日陰

の対比では日当りのところがやや高率である。本年度の結果を死亡率だけでみると5βm わα＋βgα仙γg如 散

布の日当り・立て掛けのものに最も効果があり，次いでぶg仰 山 ＋〟盲ね仙之血桝散布の日当り・並列のもの

に効果が認め られた。

農林水産業のもつ国土資源 と環境の保全機能及びその維持増進に関する総合研究

Ⅳ－（4）岬1 ）－② 四国ヒノキ人工一斉林の複層林化施業による土壌変化

本研究は，複層林施薬を複合機能の維持，向上のための新 しい技術 として位置づけ，一斉単層林を複層林

化するための間伐，枝打ち，地掃え，下木植栽等が土壌および水収支におよぽす影響を解析 し，複層林化施

業の初期投階における水土保全機能維持増進効果を明らかにすることを目的としている。

6 1年度は，篠山国有林の固定試験地におけるリターおよび土砂の移動量，林床植生の発生量の継続調査を

実施 した。 りクーお よび土砂 の移動量 については，本年度匝川又した 2 期間 （60 ．11－61 ．4 ，61 ．5 ～61．10）

の稔移動量は複層林化施業試験地の各処理区では，枝粂除去＞枝粂棚積（上）＞枝粂棚積（下）＞枝粂散乱の順

で，枝粂棚積（下），枝粂散乱の両区では一斉単層林の対照区に比べて極めて少なく，表層物質の移動に対す

る防止効果は大 きい。複層林化施業試験地の間伐後 3年目の林床植生量は1．4－1．8 t／ha で 2年日に比べて

2 －3．5倍に増加した。土砂受け箱上部の林床植生の被度と各受け箱の移動量との関係は，被度の高いもの

ほど移動量は小さくなる傾向が現れた。しかし，枝粂類を取 り除いた枝粂除去区の移動量がいまだに大 きい

ことから，林床植生による表層物質の移動防止効果はまだあまり大きくないものとみられる。

以上の固定試験地の調査のほかに，既成の複層林と，それに隣接する一斉単層林の調査を行った。複層林

では一斉単層林に比べて下層植生量， A o層量は多 く，表層土の理学性にも相違が認められた。この結果の

詳細は後掲の短報を参照されたい。
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－〟叩 分 担 課 題

保護部分担課題として，本年度は保護研究室で次の 4課麓を担当した。

1 －＝－（1ト② 病害発生情報の収集と解析

四国各地に発生する森林病害の発生情報について，関西地区林試協保護部会の報告，営林署担当区事務所

および苗畑事業所の林地酋畑異常速報，さらに各方面からの病害診断の依頼などから資料を収集 した。本年

度は黒点枝枯病（徳島・愛媛），暗色枝枯病 （香川・高知），樹脂胴枯病 （香川），ならたけ病 （愛媛）など

の発生があ り，酋畑では立枯病 （徳島・高知），赤枯病 （徳島）， くもの巣病 （徳島） などの発生があった。

また，庭木および街路樹などの緑化木の病害についての問合せが多かった。

2 巾 1 ）－（1ト① 突発害虫の同定と生活史

四国地方 におけるヒノキカワモグリガ，スギカミキ リについて，そゐ生活史を明 らかにす る目的で資料の

収集とそれに関連する調査を行った。ヒノキカワモグリガは本山町のヒノキ被害木（15年生，樹高約 3 m ，

根元直径約 8 cm，10本）を採取 して割材調査を行った。樹体内の加害年次変動は樹齢 7 年生から始まって12

年生頃から増加 し，15年生（1985年）の加害箇所数はさらに増加しているが，加害の程度は形成層まで達し

てわずかにヤニがみられるもの70％，形成層から材表面まで加害して材内に傷あとが残ると思うもの30％で

あった。このうち幼虫は5．6％みられ，また，過去に羽化まで経過したと思われる食痕が6．2％あった。スギ

カミキリについては人工飼料による幼虫飼育を行った結果，総体的な羽化率は74．3％であったが，その内訳

は正常なもの61．5％，斑紋異常15 ．4％，異常な羽化虫23．1％であった。

2 － 1 ）－（1ト② 害虫の発生情報の収集と解析

さきの病害の課蓮と同じく各機関からの報告と，各方面からの虫害診断の依頼などから資料を収集した。

前年度の被害量に比べて，マスダクロホ シタマムシ，スギハ ダニ，が類 などがやや減少 している。シロスジ

カミキリ，タマバチ類によるクヌギ，コナラなどの被害が上向きの傾向にある（高知）。マツバノタマバエ（香

川・ 50 ha ）， ヒノキカワモ グリガ （愛媛・32 ha ）の発生量 が本年度 はかな り増加 してい る。 また，虫害診

断では庭園木の害虫，乾材害虫，家屋 の害虫，衛生害虫な ど家庭 とその周辺に関連 した問合せが多かった0

なお，獣書では野兎，野鼠の被害が相変らず広域にわたってみられ，それよりは少ないもののシカ，イノ

シシの書も各所にみられた（局・各県）。掛こ愛媛県下ではイノシシによるタケノコの被害も大きかった○

また，サル（徳島・ クヌギ），ムササ ビ（高知・ スギ），リス （愛媛・ シイタケほだ木）な どによる被害があ

った。

2 － 3 ）－（1ト1② 捻くい虫被害の発生予察

別匡洛地における松枯損動態を把握するとともにマツノマダラカミキリ成虫の脱出消長を調査し，気象と

の関連から地域に即 した適切な防除時期の決定を目的としている。松 くい虫による枯損材積は各県ともに減

少しているが，営林局所管国有林ではやや増加 している。 しかし，これら増減の原因については明らかでな

い。成虫の脱出消長は支場構内の調査と四国各県の状況を総合すると，脱出開始は例年より10日から2 週間

遅れて6 月1卜 13日，50％脱出日も2 週間内外遅れ7 月10 日前後であった。しかし，脱出終了日は7 月末日

で例年 とほぼ変 りなかった。
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スギ幼齢モデル林分を用いた選木方法を異にする間伐試験（Ⅰ）

一間伐後 1生長期間の生長－

1 ． は じめに

1 1

造林研究室 落合 幸仁・竹内 郁雄・安藤・・ 貴 ト

lif・

上層間伐の生長を下層間伐と無間伐との比較のもとに検討するため植栽密度の異なるスギ幼齢林を使いモ

デル試験 を行っている。間伐実施後 1生長期を経過 したので，これまでの経過について報告する。

2 ．試験地と拭験方法

1 984年 3 月，四国支場の苗畑に 1年生のスギ宙を植栽間隔30cm，20cm ，15cmの 3 段階に植え付けた。各植

栽間隔ごとに100本の個体からなる試験区を3 か所とり，それぞれ無間伐区，上層間伐区，下層間伐区とした。

1 986年 4 月に，各植栽間隔の 3 試験区とも地上高0．2m の幹直径 （D 。．2） と樹高（H ）を，毎木測定したあ

と，上層間伐区は樹高の高い個体から，下層間伐区は樹高の低い個体から，各試験区とも残存本数が50本と

なるように間伐 した。 1生長期経過後に各試験区の直径と樹高を毎木測定した。

3 ．結果と考察

1 生長期間の上層間伐区の直径生長量は，

同じ植栽間隔の他の試験区と比べて，特に少

ないということはなかった。しかし，樹高生

長量は上層間伐区が他の 2 区より少なかった

（ 表一 1 ）。

上層間伐区，下層間伐区と無間伐区の生長

を比較するため，無間伐区の個体を1986年 4

月の平均樹高より低い下位グループと高い上

位グループに分け，下位グループは同じ植栽

間隔の上層間伐区と，上位グループは同じ植

栽間隔の下層 間伐 区と対応 させて 1 生長期間

の生長を比較 した。直径生長量は上層間伐区

の方が下位グループより大 きく，下層間伐区

も上位グループより大 きかった（表－ 1）。

樹高生長量は，逆に，上層間伐区は下位グル

ープより小さく，下層間伐区も上位グループ

より小 さか った （表 － 1 ）。以上の ように，

上層間伐と下層間伐は，樹高生長と直径生長

に与える影響が異なっていた。

表－ 1 間伐前後および 1生長期経過後の語数値

植栽

同鞘 ㈹伐法

ロl

無間伐

上層間伐

下層間伐

無間伐

3 0

2 0

1 5

2 －1）－（1ト（丑 上層間伐 と質的量的生長

グループ 区 分

1 986年 4 月

1 生長期経過後

下位グループ

上位グループ

1 986年 4 月

1 生長期経遺後

1 986年 4 月

1 生長期経過後

平均

D o ．2 H

皿m

「 1 1 ．3 4

1 ．5（0．3） 1 ．88（0 ．弘）

0 ．9 1 ．0 5

1 ．1（0．2） 1 ．53（0 ．伯）

㌦当 た

り本数

本

1 1 ．0

＿」上月
5 ．5

5 ．5

1 ．6 1 ．64 5 ．5

1 ．9 （0 ．3 ） 2 ．2 3 （0 ．5 9） 5 ．5

1 986年 4 月間伐前 1．2 1．別 10 ．9

1 986年 4 月阿伐後 1．0 1．12 5．6

1 生長期経過後 1．3（0．3） 1．鵡（0 ．36） 5．6

1 986年 4 月間伐前 1．2 1．30 汚二宮‾

1 986年 4 月間伐後 1 ．4 1．57 5．6

1 生長頼経過後 1．8（0 ．4） 2 ．15（0．58） 5．6

1 986年 4 月 1．0 1．25 23．3

1 生長期経過後 1 ．2（0 ．2） 1．74（0 ．49） 23．3

下位グループ

上位 グループ

上層間伐

下層間伐

無間伐

上層冊伐

下層阿伐

下位グループ

上位グループ

1 986年 4 月

1 生長期経過後

1 986年 4 月

1 生長期経過後

0 ．7 0 ．9 9 1 1 ．6

む鎚 ）11 ，37（0．認 ） 11．6

1 ．3 1 ．5 2 1 1 ．7

1 ．5（0 ．2） 2 ．12 （0 ．6 0 ） 1 1 ．7

1 986年 4 月間伐前 1 ．0

1 986年 4 月間伐後 0 ．7

1 生長期経過後 1 ．0（0 ，3）

1 9畠6年 4 月間伐前 1 ．0

1 9郎年 4 月間伐後 1 ．2

1 生長期経過後 1 ．5（0 ．3）

1 986年 4 月

1 生長期経過後

1 986年 4 月

1 生長期経過後

1 986年 4 月

1 ．2 6 2 3 ，3

0 ．9 7 1 2 ．5

1 ．3 2 （0 ．3 5 ） 12 ．5

1 ．25 Z 3 ，3

1 ．51 12 ．5

2 ．0 5 （0 ．54 ） 1 2 ．5

0 ．8 0 ，94 ゐ二√

0 ．9（0 ．1 ） 1 ．36 （0 ．4 2 ） 3 8 ．7

0 ．5 0 ．64 2 0 ．2

0 ．6（0 ．1 ） 0 ．9 1（0 ．27 ） 18 ．5

l ，0 1 ．29 20 ．2

1 生長期経遺後 1 ．1（0 ．1） 1 ．飢（0 ．52） 20 ．2

1 986年 4 月間伐前

1 986年 4 月間伐後

1 生長期経過後

1 986年4 月間伐前

1 986年4 月間伐後

1 生長斯経過後

（ ）：1 生長期間の生長i

0 ．7 0 ．9 1 35 ．6

0 ．5 0 ．68 22 ．2

0 ．7 （0 ．2 ） 0 ．9 2（0 ．24 ） 22 ．2

0 ．7

0 ．9

1 ．0 （0 ．1 ）

0 ．9 2 36 ．4

1 ．1 7 2 2 ．2

1 ．5 9 （0 ．4 2） 2 2 ．2
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ヒノキ枝打ち林分の生長

造林研究室 竹内 郁雄・落合 幸仁

1 ． は じめに

ヒノキは枝の枯れ上が りが遅く，枯れ枝の着生期間も長いため死節等による材質の低下を招 く。枝打ちは

これらの欠点を防ぎ，無節性の高い良質材を生産するために主要な施業として組み込まれることが多い。こ

の報告は，ヒノキ林分で枝打ちを繰 り返 した林分と無枝打ち林分の生長経過を比較したものである。

2 ．調査林分と調査方法

調査林分は高知県幡多郡大正町，大正営林署市の又山国有林のヒノキ林分で，海抜高が450m ，北西向き

斜面で傾斜は360である。試験区として 9年生時の1978年 2 月に枝打ち区と対照区を隣 り合わせて設定した。

枝打ち区は枝打ち直後の枝下幹直径が 4 印lになるよう1978，1981，1983，1985，19卯年に合計 5回の枝打ち

を行った。枝打ち区，対照区は生長休止期に胸高直径，樹高，枝下直径，枝下高等を毎木調委した。

3 ．結果と考察

立木密度は枝打ち区，対照区でそれぞれ2720，2670本／ha で試験期間を通 して一定であった。両区の枝

下面：径，枝下高の経年変化を図一 1 に示 した。対照区の枝下直径は，設定時の6．2cm から，下枝の枯れ上が

りがあったものの毎年大 きくなり，1985年には10 ．5皿となった。その後は，枯れ上がりの影響により若干小

さくなった。枝打ち区の枝下直径は，枝打ち直前には1981年が7．1皿であったほかは6 cm前後，枝打ち直後

はいずれも4 cm前後であった。枝下高は，対照区で1987年には2．9 m に，枝打ち区では 5 回目の枝打ち後に

5 ．8 m にな っ た。

設定時の胸高直径，樹高は，枝打ち区が対照区に比べそれぞれ0．1cm，0．1m 程度大きかった。枝打ち後は

対照区が枝打ち区より大 きくなり，両区の差は枝打ちの繰り返しとともに開き1987年には胸高直径，樹高で

それぞれ2．2。m，0．7m であった。林分の幹材積の代 りに個体ごとの胸高直径（D ）と樹高（H ）からD 2・H

を求め，その林分合計値 （∑D 2・H ／ha ）の経年変化を図r 2 に示した。設定時の∑D 2・H は枝打ち区が対

照区よりもやや大きかったためか，第 1 回枝打ち後 3年間の∑D 2・H は対照区に比べわずかの低下であった。

第2 回枝打ち以降の∑D 2・H は，枝打ちを重ねるに従い対照区との差が大 きくなり，1987年には対照区の値

の61％であった。今後は，この差がどのように変化するかを林分構造と対応させて検討したい。
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図－ 1 平均桟下直径，平均枝下高の経年変化

2 －1）－（1）－（卦 枝打ち繰 り返 し林分の生長

図－ 2 林分幹材積（∑D2・ H ）の経年変化
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スギ枝打ち林分の冠雪被害

造林研究室 竹内 郁雄・落合 幸仁・安藤 貴

1 ． は じめに

愛媛県上浮穴地方は，1987年 1 月12日から1月14 日にかけて55皿の積雪により，おもにスギ林分で冠雪被

害を受けた。愛媛県久万出張所林業課の調査では，上浮穴郡下で被害林分面積603 ha，被害額8・1億円とみ

られた。この地方は良質材生産を目的とした枝打ちが盛んで，被害林分には枝打ち林分も含まれていた。本

報告は，枝打ち林分の中で特に大きな被害を受けたスギ林分の被害程度や被害形態等について報告する。

2 ．調査林分と調査方法

調査林分は，上浮穴郡久万町菊ケ森の南東斜面に植栽された22年生のジスギ実生林分で，海抜高は750m

前後，傾斜は330である。植栽密度は6000本／ha で，その後 2 回の除伐 と18年生時に間伐が行われた。枝打

ちは 5 年生時か ら15年生時にかけて4 回行われた。林分の下部 （P － 1 ） と中部 （P － 2 ）にそれぞれ25 ×

2 0m の調査区を設け，胸高直径，樹高，枝下高を毎木調査した。冠雪被害木は，被害形態を幹折れ，幹曲が

り，根返 りに分け，枝打ち高と枝下直径を測定した。幹折れ木は，折れ高と折れ直径を測定した。

3 ．結果 と考察

調査林分の概況を表－ 1 に示 した。立木密度は P － 1が2000本／ha，P －2 が2660本／ha でP － 2 が高かっ

たが，胸高直径，樹高，枝下高等はいずれもP － 1が大きかった。枝打ちは 7年前に終了しており，枝打ち

高は P － 1 が7．O m ， P － 2 が6．3 m であったが，枝下高は下枝の枯れ上がりのため P － 1 で8・3 m ， P ‾ 2

で7．2m と枝打ち高より高くなっていた。林分形状比は，両区とも95前後であった。

冠雪被害を受けた本数割合はP － 1 が53 ％， P － 2 が43 ％であった。被害形態別の本数割合は，幹折れ，

幹曲がり，根返 りが P － 1 でそれぞれ23，20，10％，P － 2 でそれぞれ18，20， 5 ％であった0 幹折れ木は，

平均折れ高が P － 1で6．Om ， P － 2 で5．4 m と差がみられたが，平均折れ直径は両区とも12・1cm で等 しかっ

た。図一 1 は，胸高直径と形状比の各階層のうち本数が 3 本以上含まれる階層について，被害形態を無視し

被害木の本数割合を示 したものである。被害木の本数割合はP － 1， 2 とも胸高直径の小さい個体ほど，ま

た形状比の高い個体ほど高くなる傾向がみられた。枝打ち終了後の林分は，密度が高いことが多く，枝葉量

の回復で形状比が高くなりやすいため，形状比を抑制するための密度管理が重要であろう。

表－ 1 調査林分の概況 （％）

立木密度

胸高直径

樹高

P － 1 P － 2

（ 本／h a） 2000 2660

（皿 ） 1 5 ．5 1 3 ．6

（ m ） 14 ，7 1 3 ．0

枝下 高 （m ） 8．3 7．2

枝下直径 （皿） 9．6 9．1

枝打 ち高 （m ） 7．0 6．3

2 －1）－（1卜③ 枝打ち繰 り返 し林分の生長
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図－ 1 胸高直径および形状比と被害木の本数割合
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瀬戸内側 と太平洋側のヒノキ施業標準地の生長比較

経営研究室 宮本 知子・高橋 文敏

1 ． は じめ に

人工林収穫表の精度向上をはかる目的で，高知営林局が管内国有林の各齢級にわたって施業標準地を設定

し，林分構成要素の測定を実施 しているが，1980年度から1986年度の期間にスギ標準地224，ヒノキ標準地

2 61♂）設定を終了した。′今後はこの標準地で 5年ごとlに林分構成要素の測定が実施される予定である。

前年度には，これまでに収集 した資料を用いて四国西南，高知，安芸の3地域間で生長比較を行ったが，

適用実験式はスギ，ヒノキとも地域にかかわりなく林分構成要素ごとにほぼ同じ式が適用できる可能性がう

かがわれた。しかし，四国地域でも太平洋側と瀬戸内側で同じ式が適用できるのか，また，林分構成要素の

生長にどのような違いがあるかを検討するため，今年度は高徳，松山両地域の資料のうち瀬戸内側に近い標

草地を選んで，太平洋側の標準地と比較することにした。瀬戸内側ではスギの標準地は極端に少ないので，

今回はヒノキ標準地32の資料（以下瀬戸内）と，太平洋側では高知地域のヒノキ標準地72の資料（以下高知）

を用いて分析を行 った。

2 ．結果と考察

瀬戸内の資料について，林分構嘩要素（Y ）ごとに林齢

（ Ⅹ）との関係について 2 － 3の実験式 を用い，適合度を検

討した（a ：定数，b ：係数）。優勢木平均樹高，平均樹高
X 2

はY ＝1一ムーi bX 平「が・ 平均胸高直径 とha当たりの本数・
b 2

断面積，幹材積 にはY ＝ a X ble－†が適 しており，これ

は前年度に行った高知地域ヒノキ（資料数64）と同様の結果

である。それぞれの実験式を用いて林齢ごとの林分構成要

素推定値を求め，高知の推定値 と比較検討 した（囲－ 1）。

優勢木平均樹高および平均樹高は25～30年頃まで高知が

高く，それ以後は瀬戸内が高い値を示 している。ha 当た

り本数も若齢では高知が多いが，25～30年頃を境に瀬戸内

が多くなった。平均胸高直径は高知が上，瀬戸内が下の平

行線となっているのに対し，ha 当たり断面積は高知が15

－35年にかけて特に大きい借 を示 し，ha 当たり幹材積 も

高知が瀬戸内よりも大 きい値を示 していた。

この両地域の差は林分内の直径分布，地位，施業歴等の

遠いが絡み合った結果によるものと推測されるが，今後と

もその要因について検討を行っていきたい。

2 －1）－（1ト ⑤ 人工林の構造解析
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図一 1 林分構成要素の生長比較（ヒノキ）
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木頭林業地域の森林所有者の意識について

－在村・不在村の森林所有者へのアンケー ト調査結果一

経営研究室 高橋 文敏・都築 和夫書

1 ． は じめに

木頭地域林業の振興を図るための間患点と地域振興の在り方について考究するため，木意地域 3 町 2村の

在村・不在村森林所有者の地域林業へのかかわり，認識について調査を行うとともに，地域に所在する営林

集別の活動状況，地域林業振興の在 り方について若干の検討を行った。

木敢林業地帯と称される上那賀町，木沢村，木頭村，鷲敷町および相生町をあわせた地域の特徴 として，

捻土地面積の95．5％を占める森林66千 ha の93ヲ‘に当たる62千 ha が民有林であり，その人工林率は80％に

達し，人工造林の可能箇所はほぼ実行済であること， また，人工林中スギの割合が94 ％を占めていることな

どは他地域ではあまりみられない様相である。さらに民有林の97％が私有林であるが，経営規模でみると5

h a 未満の所有者は全体の64％で，30 ha 以上の中・大規模の所有者は4 ％となっている。このなかで，とく

に100 ha 以上の大規模林地のほとんどが不在村者（森林の所在する町村に居住 していない者）によって保

有されていることも大 きな特徴である。なかでも上那賀町，木沢村，木喪村においては森林総面積43千 ha

のうち66％に当たる28千 ha が不在村者によって保有されている。こうした特徴を持つ地域の森林・林業の

今後の展開，地域振興を図るうえで，これら不在村所有者の意識の動向は重要な意味を持っている。

2 ．方法と結果

不在村大規模森林所有者（解答数19），在村森林所有者（解答数106）を対象にアンケー ト方式により，地

域林業へのかかわり，認識について調査を行った。

不在村の森林所有者への調査結果の主な点は以下のとおりである。

1 ）山林の経営には山林収入を充当するとともに，生活費は山林収入に依存している。山林経営のための

労働力として専従労働者を擁 しているものが多い。

2 ）現在の林業経営に関して，自己保有山林に林道が入っているものは63％である。伐採木を木材市場へ

出荷 しているものは68％に及び，保育を十分に行っていると考えるものは53％と半数を超えている。造林に

ついては，直営で行っているものが大半で，再造林の計画はあるが拡大造林の計画は持っていない。

3 ）今後の山林経営に関して，「直営で行う」が68％にのばり，「組合への全面委託」が11％，「経営は自

分で行うが，作業は組合で」が21％となっている。

4 ）木頭林業の前途に関して，「暗い」 と悲観的な見方をしているもの68％，「明るい」，「変 らない」がそ

れぞれ16 ％となっている。

次に，木頭地域の在村森林所有者の動向や意向について，所有規模を30 ha 未満 （小），30－50 ha （中），

5 0 ha 以上（大）の階層に分けて調査した結果について示す（％の記載は所有面積規模の小，中，大の順）。

1 ）山林を積極的に活用 しているものは，30 ％，46 ％，64％と所有規模に比例 して利用度が高く，主伐の

美行を考えているものも35％，71％，91％と，山林への依存度も同様に高 くなっている。

2 ）森林施業計画を作成 しているものは，55％，83 ％，82 ％となっているが，保育を十分実施できている

2 －1）－（3ト① 木頭林業の振興と軽骨の改善 ＊ 軽骨部経営第二科長
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と考えるものは，32‰ 25 ‰ 36％，間伐を実施したものは，56 ％，79％，69％といった計画作成とは一致

しない数値が示されている。

3 ）山林経営の今後の方向として経営面積の規模拡大を考えるものは少なく，現状維持が，82％，71％，

7 3 ％となっている。労働力に関しては，家族労働を中心に進めることを考えているもの，62 ％，54 ％，36％

と規模が小さいほど自家労働力が中心となっているが，今後森林組合を利用していきたいと考えるものが，

6 6 ％，71％，73％とどのレベルにおいても森林組合に期待していることをうかがわせている。

4 ）木頚林業の将来について「暗い」 と答えたものは，76％，59％，55％となっている。

3 ．若干の考察

1 ）不在村・在村所有者のいずれも，山林経営への関心度が高く，間伐等保育の実施を行っているものが

半数を超えている。とくに小規模林家の間伐実施率は，60年度全国平均が 5 ～20 ha 規模で48．2％，20～50

h a 規模で60 ．‖‘であるのを上回る数値を示している。木頭林業の前途を悲観的に考えるものが多いが，在

村者は規模が大 きくなるに従いその比率が少なくなる。在村者のうち50 ha 以上では「暗い」 と考えるもの

が55％であるが，不在村者は在村者を上回る68 ％が先行き不安と考えている。

2 ）林業労働者の確保に関しては，両者の間で「森林組合に依存する・ しない」について違いがでている。

これは経営規模の遠い，歴史的な経過もかかわっていると考えられる。注目すべ きことは，在村所有者の50

h a 以下の階層で，家族労働力を主に考えながらも森林組合を利用 していくことを考えているものが多 く，

不在村者の「全面委託」11％および「経営は自分，作業は組合」21％をあわせると，将来当地域の森林の半

数近くの管理，労働力を森林組合が担っていくことになり，その態勢づくりが大 きな課題となる。

3 ）こうした状況下で，相生町の地域営林集団の活動が注目される。相生町で昭和43年に会員 7 名の「杉

生会」が発足し，伐採・搬出を共同で行い建設会社に納入するとともに森林組合の労務法としても機能 して

きた。昭和58年からは会員 9 名による「若杉林材加工組合」を発足させた。当初は小規模な製材とソギ板加

工施設による活動であったが，昭和59年には地域営林集団育成事業を導入した。さらに，杉生会，若杉林材

加工組合と特定の建設会社とで木造住宅の一貫生産システムを形成 した。

その仕組みは，建設会社が独 自の需要者 と対応 し，その注文内容 に従 い加工組合が材 の購入計画を立て杉

生会に依頼 して材を搬出してもらい，加工組合は長尺，乾燥材等各種の建築材を揃え，建築会社が指定する

期日・場所へこれを納入する，というものである。

この仕組みは，現在，木材加工・流通業界で大手企業の住宅産業への進出とシェア拡大，独自の資材調達

供給システムの確立が進行 しており，今後，大手住宅メーカーのシェア拡大とともに取引単位の大型化・短

絡化の進行と問屋・小売店の流通機能の低下が見込まれていることを，地域において先取 りしたミニモデル

として注目されよう。さらにこうした動向は，流域を単位 とした地域の振興を図るうえで生産・加ユニ・流通

販売の部門がいかに結びつくかの問題に対 して大 きな示唆を与えるものである。また，川上から川下にかけ

ての流域・地域振興を図るうえで，このような組織を地域にどのように定着させて行 くかがひとつの鍵とな

るのではないか と思われる。
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択伐林内に植栽されたスギの 3 年間の樹高生長

経営研究室 青田 実

1 ． は じめに

高知営林局魚梁瀬営林署管内には，1922 （大正15）年に設定されたスギ択伐林施業技術の改善を目的とす

る千本山と小屋敷山の 2試験地があり，現在の林分構造は表－ 1 のとおりである。この表は胸高直径 （以下

直径） 8 cm以上の立木を調査対象としているため，直径 8 皿未満の調査対象外木（以下極小径木）を含めた

林分全体の状況を表していないが，両試験地とも大径木数に対 して中・小径木数の割合が低いなど択伐林 と

して理想的な条件を備えていないことが分かる。また，概査により極小径木数はかなり多く確認されている

が，その成立場所に著しい偏りがあり，早期に後継樹 を林分に均等に配置する必要に迫られた。したがって，

これまで天然更新にのみ依存 していた後継樹確保の方法に加え，両試験地において1984（昭和59）年 4 月に，

スギ苗木を ha 当たり2，500本の割合で植付けた。なお，千本山では試験地面積の1／2は植付しないで天然更

新区とした。ここでは，雨読験地におけるスギ苗木植栽後 3 年間の樹高生長の経年変化を，林床の相対照度

（ 以下照度）と植栽場所（地位）別の標準地の平均値で表した調査結果を報告する。

2 ．調査方法

標準地は，千本山に 9 か所 （山ろく・中腹・山頂いずれも3），小屋敷山に22か所 （山ろく9・中腹 8 ・

山頂 5）に設置した。植栽苗木の苗高は40cm にそろえた。標準地の形状は，原則的に円形とし，その面積は

4 0nfである。照度の測定 は，標準地の中心点付近の林床か ら50cm上方の位置で，全天空写真撮影によりスギ

苗木植付 と同時に行った。照度の値は，玉井ほか1）の方法により求め，その値は便宜的に10％単位で区分し，

それぞれの標準地の平均樹高と対応させた。樹高の測定は，植栽当年の11月に第 1 回を，植栽後 2， 3年も

同時期に行 った。

3 ．調査結果と考察

図r l は，標準地別に樹高生長に及ぼす地位と照度を，図の注 2 ）に示した条件でポイントを決め，これ

を横軸とし，縦軸に平均樹高をおき，経年別に立地と樹高生長の関係を表したものである。植栽されたスギ

の樹高生長 は，当然の ことながら林木の生長に適 した地位お よび照度の高い標準地 （高ポイン ト標準地） に

おいてよく，低ポイント標準地と高ポイント標準地の差は年数とともに著しくなる。この傾向は， 1次式の

係数が経年とともに大きくなることで表されているし，年別の相関係数でも同様のことがうかがえる。

択伐林内に植栽されたスギの平均樹高を，高知県下にある国有林のスギー斉造林地の平均樹高2）と対比す

ると，両者の間には条件の違いがあ り正しい比較ではないが，上記の国有林のスギ林齢別平均樹高は，2年 ・

5 6。m， 3年・92。mであり，いずれも両試験地のポイント7 の平均樹高に近似する。すなわち，択伐林内の樹

高生長はスギの生長に最も適した標準地の平均樹高が，高知県下での国有林の一斉林の平均値にかろうじて

近づくにとどまり，樹冠下における後継樹の生育が抑制されることをうかがわせている。両試験地の調査結

果から，択伐林内における後継樹が順調に生長する照度は，少なくても10 ％以上であり，可能ならば20％近

くの維持が必要であることを示唆 している。

2 －2）－（1）一① スギ択伐天然更新地における事業投入量の解析
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表－ 1 魚梁瀬営林署管内択伐試験地の林分構造
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図－ 1 魚梁瀬営林署管内千本山と小屋敷山試験地における林齢別標準地の

ポイントと平均樹嵩の関係

注1 ）A 千本山 注 2 ）ポイントは場所 （山頂 1 ，中腹 2 ，山ろく3 ），相対照度 （9 ％以下 1 ，

1 0－19 ％ 2 ，20－29 ％ 3 ，30％以上 4 ） とし，標準地の立地に応 じた数値を和 して決定する。

例えば，ある標準地の立地が，山ろくで相対照度30 ％以上ならば 3 十 4 ＝ 7 ポイント。
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地域のバイオマス資源利用可能真の評価 と分布図作成の試み

経営研究室 高橋 文敏

1 ． は じめ に

近年，バイオマス資源は再生可能かつクリーンな資源として注目され，なかでも最大の既存量をもつ森林

系バイオマス資源の活用については，各国においてもその実用化に多大の力を注いでいる。森林系バイオマ

スを利用する場合，その保続的利用，環境保全に配意 し，経済性も考慮 した利用可能量を把握 しておく必要

がある。ここでは高知県佐川町の民有林のシイを主とする常緑広葉樹林を対象として，地域の低位利用広葉

樹の利用可能真の評価と分布図作成について基本的な検討を行った。

2 ．結果と検討

市町村レベルのある広が りをもった地域に既存する森林系バイオマスを把握 し利用可能量を評価する，さ

らにはそれを地域森林計画区といった，より広域のレベルに適用していくことを前提にすると，汎用性のあ

るデータである森林調査簿データの利月ほ 基本とし，それに空中写真や現地プロット調査など各種の情報を

組み合わせた方法が有利と考えられる。森林調査簿の最小単位は小珪（筆）であるが，佐川町民有林の場合，

稔森林面積7，167．71 ha に対 し17，9飢筆で，1 筆当たりの面積は0．40 ha である。広葉樹林は面積1，197．04 ha，

蓄積179，141㌦，筆数4，864で， 1 筆当たりの面積は5 ha を超えるものもあるが平均0．40 ha ／筆で，蓄積は

3 6 ．83㌦／ha，14．73IJ ／撃となっている。ここでは，林政を単位として用い，縮尺 1／50，000の暫定的な分布

図作成を試みた。実用化 を図る際には，林班単位による分布図の表示と，表示された林班の小姓レベルのデ

ータ検索が可能なシステムが有効と考えられる。

対象地は123の林政に区画されており，1林政の平均面積は58．27 ha，針葉樹を含む平均線蓄積は110．40汀子

／ha，広葉樹の平均蓄積は25．03nf／ha であった。広葉樹の蓄積を10㌦／ha ごとの蓄積級に区分すると30rげ／

b a を超える林珪の面積は29‰ 2，113 ha で，50n？／ha を超えるものは4 ％，293 ha であった。次に，各林

珪内に含まれる広葉樹林について，林斑ごとに林道からの平均距離を算出すると，全域での平均距離339 m ，

経済的に搬出困難 とされる500 m を超える距離にある広葉樹林は17％，200m 以下34％，300 m 以下60％，500m

以下83％と分布している。泣こ菓樹の蓄積が30㌦／ha を超え，かつ，林道からの距離が200m 以下の林斑数は23，

1 ，017 ha，広葉樹の蓄積は39 ，865nfであった。以上の暫定的なマップの一部を図一 1， 2， 3 に示した。

ここでの分布図作成の試みは，広葉樹林全体について森林調査簿記載の数値をそのままの形で用いて，テ

スト的に行ったものである。精度の向上を図るうえでの閑寂点がいくつかある。すなわち，①広葉樹の蓄積

の数値が旧薪炭林に適用される収穫表に依拠 しているため，一定年以上の林分は蓄積が頭打ちとなっている。

②森林調査簿に「ザツ」として一括表示されている広葉樹の樹種別占有割合を定める必要がある。これには

空中写真による層化や広葉樹既存主調査データの活用，大縮尺の空中写真の利用などが考えられる。③利用

可能林分の配置の制限要因として，ここでは林道かゃの臣准をとりあげたが，この経済距掛 まバイオマス資

源の変換技術によって付加価値の高い製品が開発されれば変りうるものであり，また各種の施業制限も重ね

合わせの要素 としてとりあげる必要がある。

バイオマス Ⅰ－2－（1）－②一b 常緑広葉樹林地帯における利用可能量の評価 と分布図作成
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図－1 林班別広葉樹資源分布マップ
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ヒノキ林の地表侵食（ 3 ）

－一種下高の速いと表層物質の移動一

土壌研究室 岩川 雄幸・酒井 正治・井上輝一郎

1 ． は じめ に

ヒノキ単純閉鎖林における地表侵食の実態を明らかにするため，同一斜面において有機物や土砂礫の移動

に及ぼす枝下高の影響について継続調査 している。 3 年間の調査結果について報告する。

2 ．調査地の概要と調査方法

調査地の概要ならびに有機物や土砂礫の測定方法は，前報1）のとおりである0

3 ．結果の概要

図－ 1 に両処理区における 3年間の移動量を示 した。枝下 2 m 区（以下 2 m 区）の移動量は 1年目， 2年

目とも近似 しているが， 3年目は 1 ， 2年 目の約 2倍であった。枝下 5 m 区（以下 5 m 区）では， 1年目に

比べて 2 年日は約 2倍， 3年目では約 3倍の移動量が計測された。また， 5 m 区の年間移動量は 2 m 区のそ

れに比べて， 1年目は4．6倍， 2年 目は9．7倍， 3 年目は7．9倍で，各年次とも5 m 区は2 m 区に比べて極め

て多い移動量を示 した。両処理区におけるこのような移動量の違いは，土砂礫，なかでも特に細土（2 mm以

下）の移動量の遠いに起因していた。枝下

高が高いと有機物や土砂礫の移動量が多 く k9／10m

なる原因として枝下高が高くなるに従い地 20

表面に与える雨滴衝撃が増大すること等が

考えられた。

また，各年の移動量を前期（12月－ 5月）

と後期（6 月－11月）に分けて比較すると，

両処理区 とも年 間移動量の約85％が雨量の

多い後期に集中していた。

引用文献

1 ）岩川雄幸ほか ：昭和58年度林試四国年

報，22－23，1984

1 －1）－（1ト ① 同齢単純林の地表侵食
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図一1 各処理区における移動i の経年変化
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粗大有機物の土壌への混入量（Ⅳ）

－ヒノキ枝葉以外の混入王を中心に一

土壌研究室 酒井 正治・井上輝一郎・岩川 雄幸

1 ． は じめ に

当研究室では粗大有機物が鉱質土層に混入 している現象に注目してヒノキ林の地力維持を継続研究してい

る。前報1）ではヒノキ枝葉について中腹凹形斜面で混入量が最も多いこと，混入深 さはせいぜい10cm までで

あること，石礫の多いプロットでは鉱質土層深くまで混入する可能性があること等を示した。

本報告では前報1）の 3 プロットに 6 プロットのデータを加え合計 9 プロットにおけるヒノキ枝葉，根を除

く粗大有機物の混入量について報告する。

2 ．調査地の概要

調査地は高知営林局窪川営林署管内森ヶ内山国有林の59年生（1985年現在）のヒノキ同齢単純林である。

同一斜面の上部から下部までの微地形の違う9 プロットを選んだ。表－1 に調査地の概要を示した。

3 ．調査方法

調査方法は前報1）のとおりである。ただし， P l ， 3 ， 4 ， 9 の採取 した層はA o層および鉱質土壌表層

0 ～ 5， 5 ～10，10～20，20～30甲の 5 層，それ以外のプロットではA o層および鉱質土壌表層 0 － 5 cm の

2 層である。粗大有機物はヒノキ枝葉，楓 広葉，太枝（直径2．5－5．Ocm）およびその他（雑と呼ぶ）の各

組成に分画 した。

4 ．結果と考察

表－ 2 にA o層および表層土 （0 ～ 5 cm）中の広葉，太枝，雑の混入量を示した。なお，広葉，太枝につ

いては 5皿以深では存在 しなかった。いずれのプロットも広葉，太枝は表層土（0 － 5皿）では非常に少な

かった。そこでこれからは雑を中心に話を進める。なお，雑はヒノキの球果，バークが中心であった。

図－ 1 たA 。層および表層土 （0 － 5 。m）中の雑混入量を示 した。 A 。層中の雑混入量は0．54～4．10 t／ha

の範囲で，斜面上部から下部にかけ減少する傾向があった。一方，表層土 （0 ～ 5 cm）の雑混入量の範囲は

1 ．45－3．72 t／ha で，斜面位置との間に一一定の関係は認められなかった。

図－ 2 に鉱質土層中の雑混入量の垂直分布を示 した。深さ 5 cm までの混入割合は38～54 ％とヒノキ枝葉の

約90 ％にくらべて極めて小さく，土壌深 く混入することが認められた。なお， 5 cm以深の土層中の雑はほと

んどが根のバークであった。このことから，根のバークが雑の下層での混入量を大きくしたものと考えられ

た。

ヒノキ枝葉では表層土（0 － 5 cm）の混入量と有機物・土砂礫の移動量，礫の含有率との間に密接な関係

が認められたが1），雑ではそれらの関係はあいまいであった。毎年林地に還元される量は維がヒノキ枝葉よ

り少ないこと，球果，バークはヒノキ枝葉に比べて均一に分布 しにく●く，均一なサイズに細片化されにくい

ため，バラツキが大きいこと等が原因と考えられた。

また，表層土（0 － 5 cm ）において雑のうち2 mm以上の混入量は1・12～2・66 t／ha となり，従来細土の炭

素量から推定する鉱質土層の炭素現存量は過小評価であることを示していた0

1 －1）－（1ト ② 同齢単純林の地力変動



昭和61年度林業試験場四国支場年報

表－ 1 調査地の概要
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図－ 2 鉱質土居（0 ～30珊）における

雑混入上の垂直分布
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図一 1 A。雇および表層土（0 ～ 5 cm ）における雑混入i

引用文献

1 ）酒井正治・井上輝一郎 ：日林関宮哲支講 37，92～94，1986
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粗大有機物の土壌への混入量（Ⅴ）

一林床写真によるヒノキ落葉薄根の経月変化－

土壌研究室 酒井 正治・井上輝一郎

1 ． は じめ に

従来，ヒノキ林分では他樹種林分に比べてA o層の堆積有機物が少ないことが指摘 されており，とくに傾

斜融でその傾向が強い。一方，年間を通 じてみると，落葉落枝の季節変化に伴いA o層の堆積有機物の季節

的消長が認められる。そこで，同一小面積の林床を定期的に写真撮影することにより林床のヒノキ枝葉の消

長を視覚的に把握する試みを行ったが，良好な結果が得られたのでここに報告する。

なお，落葉藩校の分画にあたり協力いただいた臨時職貞津野志摩子，浜田稔恵さんに対 し謝意を表します。

2 ．調査地および調査方法

調査地は高知営林局窪川営林署管内森ケ内山国有林の66年生（1986年現在）のヒノキ同齢単純林で，斜面

下部をプロットとした。

2 0×20cm の方形枠を林床に4 個設置 し，その枠内の林床の状態を毎月初旬に写真撮影 した。方形枠の取 り

方は 4 隅に塗り箸をさすだけである。1986年 5 月以来継続して撮影している。掲載写真はその一部で， 1方

形枠の1986年 9 月から1987年 8 月享での写真である。

写真撮影時に同プロット内においてリタートラップを使 って落葉落枝量を測定 した。リクー｛ トラップは 1

×1 m の方形枠で地上高約 1 m に 4本の杭で固定 した。設置数は10個である。各月初旬に回収した落葉落枝

は前の月に落下したものとみなした。なお，ヒノキ枝葉とは紫片状に細片化する可能性のあるものをさす。

3 ．結果と考察

ヒノキ枝葉の落葉落枝量の測定結果 を図－ 1 に示 した。落葉落枝は10月から始まり翌年 3 月までにほとん

どが終了する季節変化を示 した。10月～12月の 3 か月間のヒノキ枝葉の落葉落枝量は全体の約 9割を占め，

とくに11月は高いピークを示 した。

図－ 2 に1986年 9月から1987年 8 月までの各月の初旬の林床写真を示 した。落葉落枝前の1986年 9，10月

の写真ではヒノキ枝葉は林床にはほとんど認められない。落葉落枝直後の11月の写真では掌状ヒノキ落葉が

わずかに認められ，前の 1 か月間に多量の落葉落枝のあった12月の写真では掌状ヒノキ枝葉が林床一一面に認

められた。1987年 1 月， 2 月の写真では棒状あるいは針状のヒノキ枝葉が多く認められ，すでにこの時点で

落葉落枝直後の掌状ヒノキ枝葉は少なくなっていた。また，一部分黄色葉も見られるが，大部分は褐色葉に

変化していた。 3月， 4 月の写真ではさらに鱗片状に細片化が進んでおり，12月と比較すると4 月の初旬に

は急激にヒノキ菓が減少 してきている。さらに6 月以降の写真では鱗片状ヒノキ葉は極端に少なく，鱗片状

にならないヒノキ枝の存在がめだっている。一方，直径約3 mm以上の長枝はあまり移動していなかった。

これを降水量の季節変化（図－ 3 ）と対比 してみると，降水量は3 月頃から6 ， 7 月にかけ次第に増加 し

ており，降水量増加とヒノキ枝葉の消失はその時期を同じくしていた。このことからこの時期に降雨による

ヒノキ鱗片葉の流亡および表層土への混入が進み，地表面からのヒノキ枝葉が消失するものと考えられた。

1 －1）－（1）－（卦 同齢単純林の地力変動
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複層林土壌の特性

土壌研究室 井上輝一郎・宕川 雄幸・青田 桂子・酒井 正治

1 ． は じめ に

土壌融からみた複層林施業に期待される効果として，①林地が裸地化されることがないため，普伐一斉林

施業においては避けられない地表面の急激な裸出による表層土の理化学性の変化や，これに伴う地力低下，

水土保全機能の減退等が防止されること，②複層林の成熟に伴い，上下層木の根系の発達や土壌微生物の活

発な活動による恒常的な土壌構造の発達 と孔隙量の増加によって降水の地表流出が減少 し土層への浸透が増

大すること，③ヒノキー斉単層林の閉鎖林分などで起 きる地表侵食を間伐による下層植生の繁茂によって防

止し，これが地力維持に効果をもたらすこと等があげられている。しかし，これらについての実証的研究は，

まだあまりないのが現状である。ヒノキー斉単層林の t／ha

複層林化施業による土壌変化については別途に報告す

るが，ここでは複層林土壌 を隣接の一斉単層林土壌 と

対比 して調査を行ったので，その結果を報告する。

2 ．調査地と調査方法

宇和島営林署管内八幡山国有林（複層林－ 1 ；38林

珪・上木74年生・下木 9 年生，複層林－ 2 ；39林班 ・

上木72年生・下木 9 年生），窪川営林署管内石神越山

国有林 （複層林 ；36林班・ 上木78年生・ 下木11年生），

宿毛営林署管内篠山国有林（複層林 ；73林姓・上木73

年生・下木10年生）のヒノキ林分 に，それぞれ調査地 ％

を設定し，さらに近接地で複層林の上木とほぼ同じ林 50

齢のヒノキー・斉単層林に調査地を選定 した。これらの

調査地について下層植生量， A o層量，土壌の理学性

を調査し複層林と単層林を村比して検討した。

3 ．結果の概要

各調査地とも，複層林では単層林に比べて下層植生

量は極めて多 く，それとともにA o層 も明らかに多 く

堆積しており（図－1），これらの事実は，複層林で

は地表侵食の防止効果の高いことを示唆 している。表

層土の孔隙組成 は，八幡山 （図－ 2 ） や篠山の複層林

では租孔隙の占める割合が明らかに大きく，石神越山

では孔隙組成の明瞭な違 いは認め られなか ったが，複

層林では単層林 に比べて全孔隙量 が大 きか った。

1 －1）－（1）－④ 複層林化施業による土壌変化

租

孔

隙

4 0

老若 単 複 単 複 単
八幡山（宇和島） 石神越山（窪川）篠山（宿毛）

図－ 1 下層植生および A。屠の乾物重量
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スギ・ ヒノキを加害するニホンキバチの生態（ 2 ）

一産卵孔の形態および産卵数－

2 9

保護研究室 五十嵐 豊・奥田 素男

1 ． は じめ に

スギ・ ヒノキの穿孔性害虫として，被害が顕在化される可能性のあるニホンキバチ伽 g仙り叫仇加ぶに

ついて，当支場では地域研究課題として取 り上げているが，前報1）では，成虫の脱出時期等について一一部報

告した。今回は，産卵孔について 2 ， 3 の調査をしたので，その概要を報告する。

2 ．材料と方法

1 985年11月，1986年 2 月に支場実験林，徳島県阿波町，および同県日和佐町で採取 したスギ・ ヒノキ被害

木（樹齢約20～30年，生立木，一部枯損木）を野外の網室内に保存 し，成虫脱出後の1986年12月から1987年

2 月にかけて部材 し，産卵孔毎に産卵管の挿入角度，長さ（深さ），産卵 （ふ化）数，幼虫の生死，食痕の

長さ，幼虫体長などについて調査 した（図－1）。

3 ．結果の概要

1 ）産卵管の挿入角度

キバチ類の産卵は，長い産卵管を樹幹表面から樹幹

中に刺 し込んで行 うが，この挿入角度 について図－ 1

に示 した角度を調査 した。結果は表－1 に示したとお

りで，幹に直角に挿入されることは少なく，多くは上

方ないし下方に向かって挿入されていた。スギは調査

数が少なかったが，60－750，平均680，ヒノキは50 ～

9 00，平均750でスギに比較 してヒノキの挿入角度がや

や大きい傾向がみられた。上方，下方の挿入角度には

大きなちがいはみられないが，挿入方向は上方がやや

多か った。

2 ）産卵孔の長さ

産卵孔の長さ（深さ）は樹皮を除いた材表面から測

定した（図－ 1）。結果を表－ 2 に示 した。有卵孔では，

スギが2．5～15．0，平均9．Om ， ヒノキが2 ．5－16．5，

平均7．7mm，無卵孔では，スギが0．5～9．5，平均5．Omm，

角
度

産卵孔討

董f二

上方

直角

下方

要覧

図－ 1 産卵孔の調査個所

ヒノキが2．5～10 ．5，平均5．8mmであった。この結果か

ら，スギに比較 してヒノキでは，有卵孔の長さがやや短い傾向がみられた。

また，無卵孔の長さは，有卵孔に比較して短いものが多かった。無卵孔の割合は，スギが22．5ヲ‘，ヒノキ

が20 ．3％で，産卵管を刺 し込むだけで産卵 されない もの も比較的多 くみ られる。

3 ）卵数，食痕の長さ，死亡虫の大きさ

2 －1）－（2ト① キバチ類の生態と防除
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卵数については，産卵孔内の未ふ化卵

がみられず，ほとんどはふ化するものと

思われたので，食痕のみられたふ化数を

卵数として調査した。結果を表－3 に示

した。有卵孔 当た りの卵数は，スギが 1

～5 ，平均1．7個， ヒノキが 1 ～ 9 ，平

均2．7僻でヒノキの産卵数がやや多かっ

た。生立木ではふ化 した幼虫の多 くが若

齢時に死亡しており，成虫まで経過する

ものは極めて少なかった。食痕の長さは，

スギが0 ．5－60 ．0，平均8．7mm， ヒノキが

0 ．5～140 ．0，平均8．2mm で樹種によるち

がいはなかった。また，虫体の大きさは

死亡虫で測定 したが，その結果ではスギ

が3 －15，平均5．9mm，ヒノキが0．5～

1 1．0，平均3．Ommであった。

4 ）成虫脱出率

前項で述べたように生立木ではふ化幼 樹種

虫の多くは若齢時に死亡していたが，枯

死木ではその死亡率は低かった。脱出孔

が多 くみられたスギ・ ヒノキ（約30年生）

の枯死木各 1本について調査 した結果は

次のとお りであ る。

スギ ：産卵孔数42のうち，有卵孔数34，

無卵孔数 8 であり，卵数54，脱出孔数25，

卵数 に対す る脱出寧 は46 ．3％であ った。

ヒノキ ：産卵孔数33のうち，有卵孔数

2 4，無卵孔数 9 であり，卵数50，脱出数

2 0，卵数に対する脱出率は40 ．0ヲ‘であっ

た。

スギ

ヒノキ

樹種

表－ 1 産卵管の挿入角度

表－ 2 産卵孔の長さ

有卵 孔

要査（題J買主）
9 ．0

6 2 （ 2 ．5 － 1 5 ．0）

7 ．7

1 6 1 （ 2 ．5 － 1 6 ．5）

無卵 孔
＿l

翼査（還り買主）
5 ．0

1 8 （ 0．卜 9．5）

5 ．8

4 1 （ 2 ．5 － 1 0 ．5 ）

計

調査 平均（m ）
数（最短一最長）

7 ．9

8 0 （ 0 ．5 － 1 5 ．0 ）

7 ．3

2 0 2 （ 2 ．5 － 1 6 ．5 ）

表－ 3 有産卵孔当たりの卵数，食痕の長さ，
死亡虫の大 きさ

卵数

調査 平均（個）
数（最少 一最多）

5 ）

9

t

」

垂車コ連
調査 平均（m ）
数（最少 一最大）

8 ．7

6 0 （ 0 ．5 － 6 0 ．0 ）

8 ．2

誕0 （0 ．5－ 140 ．0）

死亡虫の大 きさ

翼査（題り買も
5 ．9

8（ 3 ．0 － 1 5 ．0 ）

3 ．0

9 1 （ 0 ．5 － 1 1 ．0 ）

これらの数値が示すように高率の脱 出

がみられることから，ニホンキバチの繁殖源となる除間伐木の林内放置を避けることが肝要である○

引用文献

1 ）越智鬼志夫 ：林試四国支場年報 No27，26～29，1986

樹 種

挿　 入　 角　 度

方 向 調 査 数　 ％ ．（表幣 臥 ）

ス　 ギ

上 方　 7　 53 ・8 （6。．昌㌔ 写5 ．。）

下 方　 6　 46 ・2 （7。．岩聖 与5 ．。）

直 角　　　 0

計　 13 100 （6。思 喜5 ．。）

ヒ ノキ

上 方　 95　 51 ・9 （55．岩t 怠 。）

下 方　 72　 39 ・3 （5。．岩と孟5．。）

直 角　　 16　　　 8 ．7　　 90 ．0

計 183 100 （5。．岩㌔ …。．。）
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マイマイガ亜種間雑種の繁殖力

保護研究室 五十嵐 豊

1 ． は じめに

マイマイガ（わ桝α外地 di軸γ）は地域亜種の多い種であり，高知県には亜種ノゆ仇加 が広範臥 こ分布し‾

ているほかに，西南海上に位置する宿毛市沖ノ島に亜種如ざね伽 が生息している。この両亜種の間には外観

上，正常な雑棍が得られる。これらの発育経過についてはすでに報告 したが1），今回はこれらの雑種の兼殖

力について調査したので，その概要を報告する。

2 ．材料と方法

常温の室内で累代飼育 した両亜種を雌雄交互に交配して得られた雑種を用いて1985年は雑種間，1986年は

雑種問および雑種と亜種間で交配し，産卵，ふ化の調査をした。なお，1986年の交配の多くは集団飼育した

ものを使用 した。

3 ．括果の概要

交配の結果を表－1 に示す。雑種問の交配では，メ仰 山 を雌とした雑種（J X P）は産卵がみられなか

った。♪0ざね伽 を雌とした雑種（P X J ）は，外観上正常な卵塊を産したがふ化はしなかった0

雑種雌に亜種雄を交配した結果では，（P X J） とノゆ仇icαの間で 1組だけ，外観上ほぼ正常な卵塊が得

られたのみで，その他の組合せでは正常な産卵がみられなかった。この結果から，雑種掛 こは生殖能力がな

いものと思 われる。

雑種雌を解剖 して卵巣を調査 し

た結果を表－ 2 に示す。（J X P ）

は卵巣内に卵の無い個体が多 く，

有っても未熟卵が少しだけで明ら

かに異常であったが，（P X J ）

はすべての個体が外観上は正常な

卵を保有 していた。

一方，亜種雌に雑種堆を交配 し

た結果は，いずれの組合せでも正

常な卵塊が得 られてふ化 した。こ

の結果から，雑種雄には生殖能力

があることが明らかになった。

引用文献

1 ）五十嵐 豊 ：37回日林関西支

講，260～263，1986

表－ 1 交配の結果

表一 2 卵巣調査

2 －1）－（2ト ② マツカレハ等の食兼性害虫の生態と防除

無卵

5 3

組 合 せ

♀　 含・

1 9 8 5 年 1 9 8 6 年

交 配 敷　 革卵 致　 好化 数 交配 数　 産 卵 敷　 貯 化敷

（j現 ）… （j幸鵠 ）
4　　　　 0　　　　 0 8　　　　 0　　　　 0

（j x p ）× （p x j ） 2　　　　 0　　　　 0

（p x j ）× （j X p ） 2　　　　 2　　　　 0 10　　　　 8　　　　 0

（p x j ）＿X （p x j ） 3　　　　 3　　　　 0 1　　　 0　　　　 0

（j現 ）； （巧雀 ）
6　　　　 0　　　　 0

（j X p ）×（ p ） 5　　　　 0　　　　 0

（p x j ）×（ j　 ） 6∴　　 1　　 0

（p x j ）×（ p ）

（『種 ）… （j現 ）

5　　　　 0　　　　 0

5 ．　　　 5　　　　 5

（ j　 ）× （p x j ）

（ p ）× （j X p ） 4　　　　 4　　　　 4

（ p ）× （p x j ） 2　　　　 2　　　　 2

調査数　 正常卵　 未熟卵

（j X p） 82　　　　 3　　　 26

（p x j） 30　　　 30
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浅木原スギ人工林収穫試験地の調査結果

経営研究室 佐竹 和夫・吉田 実

就教 区
（ 標準地両横）

Ⅰ

（ 0 ．2 2 7 h a ）

1

（ 0 ．20 0 h a ）

Ⅲ

（ 0 ．12 1 h a ）

Ⅳ

（ 0 ．1 1 6 h a ）

Ⅴ

（ 0 ．1 24 h a ）

術査年月 （林齢）

1 9 6 5 ． 3

1 9 7 0 ． 3

1 9 7 4 ．1 1

1 9 8 0 ．1 1

1 98 5 ．1 1

1 9 6 5 ． 3

1 9 7 0 ． 3

1 9 7 4 ．1 1

1 9 8 0 ．1 1

1 9 8 5 ．11

1 9 6 5 ． 3

1 9 7 0 ． 3

1 9 7 4 ．1 1

1 98 0 ．1 1

1 9 8 5 ．1 1

1 9 6 5 ． 3

1 9 7 0 ． 3

1 9 7 4 ．1 1

1 9 8 0 ．1 1

1 9 8 6 ．1 1

1 9 6 5 ． 3

1 9 7 0 ． 3

1 9 7 4 ．1 1

1 9 8 0 ．1 1

1 9 8 5 ．1 1

注．Ⅳ区は1986年11月調査，

（ 晶
験‾直
地軸棟）

Ⅰ

（ 0 ．1 54 h a ）

Ⅰ

（ 0 ．19 6 b a ）

Ⅲ

（ 0 ．1 1 8 h a ）

（ 7）

（ 1 2）

（ 1 7）

（ 22 ）

（ 2 7 ）

（ 7 ）

（ 1 2 ）

（ 17 ）

（ 2 2 ）

（ 2 7 ）

（ 7 ）

（ 1 2 ）

（ 1 7 ）

（ 2 2 ）

（ 2 7）

（ 7）

（ 12 ）

（17）．′

（ 22 ） ・

（ 2 8 ）

（ 7 ）

（ 1 2 ）

（ 1 7 ）

（ 2 2 ）

（ 2 7 ）

h a 当た り ha 当たり 平均胸高
本数 材積 ㌦ 直径 00

1 ，3 8 7

1 ，3 6 1 7

1 ，3 0 0 2 6

1 ，2 6 0 7 2

1 ．2 5 1 1 2 2

1 ，4 50

1 ，4 2 0

1 ，4 65

1 ，3 70

1 ．3 6 5

2 ，33 1

5

1 9

5 2

9 8

2 ，3 1 4 1

2 ，2 0 7 2

2 ，0 5 0 5

1 ，9 7 5 1 2

5 ，4 9 1

5 ，4 1 4 2 4

5 ．2 5 0 ・ 5 8

5 ，0 3 4 、 1 2 9

4 ，9 5 6 2 1 7

5 ，2 3 0

5 ，1 1 5

4 ，9 9 4

4 ，2 8 2

4 ，2 4 2

他の 4 区は1985年11月調査。

2 1

4 6

1 6 3

2 6 8

凸
0

9

5

0

3

6

0

3

1

1

平均樹高
m

7

4

2

7

A

－

1

3

5

7

9

3 ．2

6 ．0

9 ．2

1 1 ．7

7

1

7

▲‖
八
）

0

0

1

3

4

6

0

0

R y
b a 当たり連年
生長i ㌦

§妻妾 1喜三…

1 ．1

2 ．0

3 ．1

4 ．7

0

4

9

9

7

1

1

1

2

3

7

亡
U

6

5

3

5

7

9

3

0

9

3

Ⅷ

㌻

臥

1。
．サ

8

3

9

7

1

1

3

4

亡
U
 
O
O

3

2

4

7

0

0

2

3

4

7

9

0 ．1 3

0 ．2 3

0 ．3 7

0 ．4 8

0 ．0 7

0 ．1 0

0 ．1 7

0 ．2 3

42

60

75

糾

”

2
．

仇

2
．

い
…

0 ．3 9

0 ．5 3

0 ．7 7

0 ．8 7

浅木原 ヒノキ人工林収穫試験地の調査結果

経営研究室

調査年月 （林齢）

1 9 6 6 ． 3 i ‾打
1 9 7 0 ．1 2 （1 3 ）

1 9 7 5 ．1 0 （1 8 ）

1 9 8 1 ． 5 （24 ）

1 9 8 6 ． 5 （29 ）

1 9 6 6 ． 3

1 9 7 0 ．1 2

1 9 7 5 ．10

1 9 8 1 ． 5

1 9 8 6 ． 5

1 9 6 6 ． 3

1 9 7 0 ．1 2

1 9 7 5 ．1 0

1 9 8 1 ． 5

1 9 8 6 ． 5

（ 8 ）

（ 13 ）

（ 18 ）

（ 2 4 ）

（ 2 9 ）

（ 8 ）

（ 1 3 ）

（ 1 8 ）

（ 2 4 ）

（ 2 9 ）

2 －1）－（1ト③ 人工林の構造解析

h a 当た り
本数

2 ．44 8

2 ，3 9 6

2 ，3 9 6

2 ，2 9 2

2 ，2 6 0

2 ，7 5 0

2 ，7 3 0

2 ，6 9 9

2 ，6 00

2 ，5 3 6

4 ，3 9 8

4 ，28 0

4 ，2 5 4

4 ，0 6 8

3 ，7 1 2

h a 当たり 平均胸高
材積 ㌦ 直径 皿

8

3 4

7 7

1 4 5

1 1

4 2

7 8

1 5 1

2 2

6 3

1 2 8

1 8 8

8

エ
リ

2

2

6

9

2

6

4

0

0

1

6・8

14・2

14・5

仙

5・。

別

21・。

佐竹 和夫・吉田 実

平均樹高
m R y

1

4

3

1

3

6

9

2
1

3 ．6

6 ．8

9 ．2

1 1 ．6

4 ．2

6 ．7

9 ．0

1 0 ．8

9

4

4

5

3

1

3

5

7

0
1

0 ．3 3

0 ．4 8

0 ．7 0

h a 当たり連年
生長量 ㌦

8 ．6

1 3 ．6

1 ．9

3 ．5

6 ．6 0 ．4 7

7 ．4 0 ．52

9 ．6 0 ．6 5

2 ．1

4 ．2

5 ．8 0 ．5 2

7 ．9 0 ．7 0

9 ．3 0 ．7 8

6 ．2

7 ．2

1 4 ．6

8 ．2

1 3 ．0

1 2 ．0



資料
（ 研究業績・試験地・ 気象観測値・ 沿革・機構）
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昭和 6 1 年度 にお ける

し」
分類

造林

経営

蔑

人工林の複層林施業

広葉樹とスギ，ヒノキの複層林

複層林施業のなかのスギの育種

スぎゝ呈三言撃雪駄慧汚毒㌍過（1）

スギ，ヒノキ複層林の施業と生長の経過（2）
一スギ，ヒノキ複層林 K O一Ⅰの事例一

遇木方法を異にするスギ林の間伐試験（Ⅰ）
一窪川試験地の間伐後 2 年間の

現存量の変化一

枝打ちを繰 り返 したスギ林分の生長

白髪山ヒノキ天然更新試験地における種子生産
と椎樹の動態

密度の異なるモリシマアカシアじかまき当年の
生長

ウラジロ群落の現存圭の季節変化

スギ枝打ち林分から生産された柱材の品等調査
例

広葉樹施
一那賀

広葉樹施
一大川

叢好悪富男吾輩嘉悪業－

薫推進稔合調査報告書林計画区の広葉樹施業－

タイワンフウ材の用途

四国地方に植栽されたタイワンフウの生長傾向
一林齢20年生 までの記録一

林分密度管理図による材積推定法の検討

施業標準地の生長比較

高知県のクヌギ・コナラの立木材積表の検討
一暫定コナラ立木材積表の調製一

四国地方に植栽されたタイワンフウの生長

木頭林業地域のスギ林分収種予想表の調製

シイ林分の地位指数曲線と収穫予想表の調製

著者 車二工
安藤 貴

安藤 貴

安藤 東

安藤 貴
竹内郁 雄
落合 幸 仁

安藤 東
竹内郁 雄
落合幸 仁

落合幸 仁

笠墓郁掌

竹内郁 堆
落合 幸 仁

落合 幸 仁
竹内 郁 雄
安藤 貴

竹内 郁 雄
落合 幸 仁
安藤 貴

竹内 郁 雄

竹内郁 雄

安藤 貴
高橋 文 敏
橋本 与 良

安藤 兼
高梼 文 敏
耗野 伸 二

吉田 美

音田 実
宮本 知 子

佐竹 和 夫
吉田 美
都築 和 夫

宮本 知 子
都築 和 夫

都築 和 夫
宮本 知 子
吉田 実

吉田 実
宮本 知 子

都築 和 夫
佐竹 和 夫
吉田 実
宮本 知 子

都築 和 夫
佐竹 和 夫
吉田 実
宮本 知 子

書名・ 発行場所

農林研究 ジャーナル

山林

林木 の 育 種

日林 関 西 支 兼

日林 関 西 支 誅

林試 四 国 支 年 報

林試 四 国 支 年 報

林試 四 国 支 年 報

日林 蔵

林試 研 鞍

林野 庁

林野 庁

日林 関 西 支 講

日林 関 西 支 謙

林就 四 国 支 年 報

林試 四 国 支 年 報

林試 四 国 支 年 報

林試 四 国 支 年 報

林試 四 国 支 年 報

林試 四 国 支 年 報

A 」
9（5 ）

1 2 2 8

1 4 1

3 7

3 7

9 7

2 7

2 7

2 7

6 鋭1勿

3 4 4

3 7

3 7

2 7

2 7

2 7

2 7

2 7

2 7

年月

1 9 8 6 ． 5

1 9 8 6 ． 9

1 9 8 6 ．1 0

1 9 8 6 ．1 0

1 9 8 6 ．1 0

1 9 8 6 ．1 0

1 9 8 6 ．10

1 9 8 6 ．1 0

1 9 8 6 ．1 0

1 9 8 6 ．1 2

1 9 8 7 ． 3

1 9 8 7 ． 3

1 9 8 7 ． 3

1 9 8 6 ．1 0

1 9 8 6 ．1 0

1 9 8 6 ．1 0

1 9 8 6 ．1 0

1 9 8 6 ．1 0

1 9 8 6 ．1 0

1 9 8 6 ．1 0

1 9 8 6 ．1 0
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研究 業 績 一 覧 表

分類

経営

土壌

保護

恩 名

西又東又山スギ人工林収穫試験地の調査結果

一の谷山スギ人工林収穫試験地の調査結果

低質広葉樹林の現存量 の把握

ヒノキ林の斜面位置と細根呈

粗大有横物の土壌への混入量（Ⅰ）
－ヒノキ林における斜面地形による遠い一

輝緑凝灰宕由来の暗赤褐色の土壌 の性質

ヒノキ林 の地表侵食（2）

粗大有横物の土壌への混入量（Ⅰ）
－ヒノキ林における斜面地形による違い一

粗大有様物の土壌への混入量（Ⅰ）
－安定斜面におけるヒノキ林とスギ林での測

定例一

同一斜面に隣接 したヒノキ林 と広葉樹林の土壌
特性

ヒノキ林の斜面位置と細根量

落葉広葉樹林内の 2 タイプの土壌 における
収支（Ⅱ）

士魂呼吸速度の季節変化 とそれに及ぼす土壌
環境要因

ヒノキ単純林 における落葉および土砂の移動

気比の松原における松枯損の経緯 とその防除

高知県に生息する2 つのマイヤイガ亜種の亜種
間雑種の発育経過 と両亜種 との比較

モウソウチ クの伐期 とペニカミキ リの寄生

スギ， ヒノキを加害す るニホ ンキバチの生態（1）
一成虫の脱出時期，生活環，被害について－

マイマイガ亜種間雑種の発育経過

人工飼料によるスギカミキリ幼虫の飼育

渠葉

3 5

著　 者　 名 書 名 ・発行 場所 巻号 年月

佐 竹 和 夫
吉 田 実
都 築 和 夫

佐 竹 和 夫
吉 田 実
都 築 和 夫

高 棟 文 敏

林 試 四 国 支 年 報

林 試 四 国 支 年 報

バ イ オマ ス変換 計画

27

27

2 一

97

1986 ．10

1986 ．10

1986 ．11

1986 ．4

西 川 匡 英 研 究報 告 ・農林 水 産
神 戸 喜 久
長谷 川訓 子

酒 井 正 治
井 上輝 一 郎

酒 井 正 治
井 上 輝一 郎

吉 田 桂 子
久 保 哲 茂
酒 井 正 治
井上 輝一 郎

岩 川 雄 幸
吉 田 桂 子
酒 井 正 治
井 上輝 一郎

酒 井 正 治
井 上輝 一郎

酒 井 正 治
井 上輝 一郎

吉 田 桂 子
井 上輝 一 郎
岩 川 雄 幸

酒 井 正 治
井 上輝 一 郎

酒 井 正 治
堤 利 夫

井上 輝一 郎
岩 川 雄 幸
吉 田 桂 子

奥 田 素 男

技術 会 議事 務局

日 林 講 安

日　 林 関 西 支 講 37 1986 ．10

日 林 関 西 支 講

林 試 四 国 支 年 報

林 試 四 国 支 年 報

37

27

27

1986 ．10

1986 ．10

1986 ．10

林 試 四 国 支 年 報

林 試 四 国 支 年 報

日 林 論

27

27

97

1986 ．10

1986 ．10

1986 ．12

日 林 誌

林 試 研 報

日 林 関 西 支 講

69（2）

343

37

1987 ．2

1987 ．2

1986 ．10

五 十嵐　 豊 日　 林　 関 西 支 講 37 1986 ．10

奥 田 素 男
亀 谷 英 央

越 智鬼 志夫

日　 林 関 西 支 講 37 1986 ．10

林 試 四 国 支 年 報 27 1986 ．10

五 十 嵐　 豊 林 試 四 国 支 年 報 27 1986 ．10

五 十 嵐　 豊 林 試 四 国 支 年 報 27 1986 ．10
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試験 地

暫定試験地

整理

A

B

C

白髪

野川

朴の

究項 目

種子生産量と椎材の動態

段林の維持技術

林分の生長

研　　　 究　　　 項　　　 目 営林署 ■　 林　 小　 斑

ス ギ択伐 天熊 林 に おけ る事 業投 入量 の分析 魚梁 瀬 65 ．は

魚梁 瀬 54 ．はス ギ択伐 天然 林 に おけ る事業投 入 壬 の分析

人工 林 の構造 解析 宇和 島 72 ．る

人工 林 の構造 解析 宇和 島 61 ．る

人工 林 の構造 解 析 魚梁 瀬 100 ．ろ

人工 林 の構造 解析 魚梁 瀬 128 ．ほ1 ・ほ2

人工 林 の構造 解 析 須　 崎 15 ．・lこ

・人工 林 の構 造解析 高　 松 55 ．ほ

人工 林 の構 造解 析 高　 松 55 ．ほ

同鈴 単純 林 の地 力変 動 本　 山 96 ．は

人工 林 の構 造解 析 本　 山 95 ．は ・98．は

＿民有 林
久万 町不 二特ス ギ ・ヒノキニ 段林 の維 持技 術

宿　 毛 26 ．い人 工林 の柵 造解 析

上層 間伐 と突 的 ・王 的生 長 宿　 毛 50 ．へ

人 工林 の柵 造解 析 西　 条 20 ．ほ

松　 山 58 ．へ上 層 間伐 と質 的 ・量 的生 長

松　 山 65 ．ぬ ・るスギ ・ヒノキニ 段林 の維持技 術

人 工林 の構 造解 析 須　 崎 15．は

人工林 の構 造 解析 清　 水 72．に

大　 正 86 ．に枝 打 ち換 り返 し林 分 の生長

上 層 間伐 と質 的 ・量 的生長 高　 知 87 ．や

上 層 間伐 と質 的 ・圭 的生長 窪’ 川

県有 林

1 ．は

枝 打 ち換 り返 し林 分 の生長 11．ろ

試　　　 験　　　 地　　　 名 研

山 ヒ ノキ天然 更 新試 験地 ヒノ キ天然林 の

ス ギ， ヒノキニ山 スギ 精英 樹 クロ ー ン耐 陰性 就験 地

枝打 ち繰 り返 し川 山枝 打 ち就境 地

営林 署 林　 小　 鼓

本　 山 22．ほ

奈半 利 36．い1

須　 崎 6 ．ろ
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昭和61年 8 月訂正

覧表

担 当
研 究 室

二 宮 丁二二 章 二 l

60年 に研 究項 目変更 …経 営

経 営
ク　　 苧

経 営
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気象 観 測 値

平均

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

計

平均

観測 地 点

4 ．5

4 ．5

9 ．2

1 4 ．6

1 8 ．5

2 2 ．3

2 6 ．0

2 6 ．8

2 3 ．8

1 6 ．6

1 2 ．8

9 ．3

1 5 ．8

自19 86 ．1

至1986 ．12

林業試験場四国支場構内

北緯 33032′09”

東経 133028′54”

海抜高 50m

※器械の故障により，高知地方気象台の観測値を代用した。

温　　　 ℃ 湿 度 ％ ※

降 水 量 m m

最　 高 最　 低 平 均

5 69 ．6 － 1 ．5 1 0 ．5

1 0 ．1 － 1 ，1 5 1 7 7 ．5

1 4 ．4 3 ．9 6 1 1 6 6 ．5

1 9 ．4 9 ．8 6 7 2 7 5 ．0

2 2 ．8 1 4 ．1 7 2 2 6 7 ．5

2 6 ．3 1 8 ．2 7 7 2 0 1 ．0

2 9 ．5 2 2 ．4 8 1 2 8 7 ．0

3 1 ．1 2 2 ．5 7 3 1 8 5 ．0

2 8 ．1 19 ．5 7 5 2 0 0 ．5

2 1 ．7 1 1 ．5 6 6 5 9 ．5

1 7 ．－7 7 ．9 6 5 2 0 ．5

1 4 ．4

2 0 ．5

4 ．2

1 1 ．0

6 5

6 7

1 2 3 ．0

1 8 7 3 ．5
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昭和14年度

昭和22年 4 月

昭和26年12月

昭和29年 3 月

昭和34年 4 月

昭和34年 7 月

昭和38年 4 月

昭和39年 3 月

昭和39年 4 月

沿革

治山治水、砂防造林に関する試験を行うため、大正試験地を設置

高知営林局の試験調査部門を編成替えし、林業試験場高知支場として同営林局内に併置。支

場長は営林局経営部長が兼務、庶務係と研究員を配置。大正試験地は支場の直轄 となる。

造林、経営および土壌の 3研究室ならびに庶務課を設置。

大正試験地を廃止。

保護研究室を設置

高知支場を四国支場 と改称。支場長は専任となる。

調査室を設置。高知営林局庁舎の改築に伴い、旧農林省高知統計調査事務所庁舎（高知市丸

ノ内 5）に仮移転。

新庁舎 （現在地）落成。

移転。

歴代の支場長名

初代 農 林 技 官

2 代 々

3 代 ク

4 代 〃

5 代 ク

6 代 ヶ

7 代 〃

8 代 ク

後藤 克人（1947 ．12 ．1 ）

金井 彰（1948 ．7 ．16）

佐治秀太郎（1949 ．9 ．29）

中川久美雄（1952 ．3 ．31）

長井 英照（1954．6 ．21）

片山 佐又（1956．4 ．16）

渡辺 録郎（1959．7 ．1 ）

福田 秀雄（1966．4 ．1 ）

転出 62 ．1 ．16

6 2 ．3 ．1

6 2 ．3 ．16

転入 62 ．1 ．16

9 代 農 林 技 官 岩川

1 0代 ク

1 1代 ク

1 2代 〃

1 3代 農林水産技官

1 4代 ク

1 5代 〃

1 6代 〃

職員 の 異 動

山之内昌利

中村 武彦

五十嵐 豊

酒谷 正恵

課長補佐 一 束北支場会計課長

庶務課長 一 本場会計課課長補佐

主任研究官 一 束北支場主任研究官

課長補佐 一 本場庶務課庶務係長

支場内の動き

6 2．3 ．1 酒谷 正憲 庶務課長 一 課長補佐

奈良

大西

森下

伊藤

原田

辻

久保

盈夫（1968．3 ．23）

英二（1971．9 ．16）

孝（1972．4 ．1 ）

義郎（1973．4 ．1 ）

敵（1980 ．4 ．1 ）

洗（1981．4 ．1 ）

隆道（1982 ．4 ．1 ）

暫茂（1986 ．4 ．1 ～）



4 0

［垂棄車重毎唾妻蓼卜
支場長 久保 哲茂
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四国 支 場 の 機 構

課長

庶

Ⅰ亘

務課

課長 酒谷 正恵

Ⅰ画二夏蚕卜Ⅷ一一
室長 浦島 勝

室長 安藤 貴

室長 高棟 文敏

一巨車重 トl肘－－〉－一
室長 井上輝一郎

室長 奥 田 素男

（ 62年 9 月 1 日現在）

‾軋選モ係長責苦吾見至芸
計係 係長 浜耶 先 子

山本 加 代

岡村 正二郎

叩主任研究官 宮 本

溝渕

甘
l 司

門

高

士
⊂】

橋倫 仁

照江

出世

田良 夫

棟来見男

田実㈱

主任研究官 竹 内 郁 雄

落合 幸 仁

＿仁
」

」‡

主任研究官 佐 竹 和 夫

主任研究官 青 田 実

主任研 究官 宮 本 知 子

主任研究官 岩 川 雄 幸

主任研究官 青 田 桂 子

酒井 正 治
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